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2015年 度 事 業 報 告

報告に際 し、2016年4月 に発生 しました熊本を震源 とする大地震で

被害にあった皆 さまには、心か らお見舞 申し上げます。

は じめに

2015年 度 、国は社会福祉法人 の改革 を進 め、社会福祉 法人 には、積極 的な

地域貢献が求 め られ ることとなった。

これ を受 けて世 田谷 ボ ランテ ィア協会 は、地域 での新 たな要望 に応 えるべ く、

財 政の健 全化 を図 り、 自主財源 の確保 に努 めた。

財 政の健 全化 については、各所 管で さま ざまな改善 を実行 した。事務経費や

光熱費な どの経 費削減 を進 め コス トを引き下げた。

また、バザーの回数 を増やす な ど収入 の増加策 を図った結果 、収入 は昨年 に

比べお よそ300万 円の増加 となった。

さ らに世 田谷 区 との連携 を強化 して事業 の受託 を進 め、28年 度 にはrNPO

法人支援 事業」 「防災塾 」 「若年性認知症 プ ログラム」 な ど新 たな事業 を受託 し、

協会が長 年培 って きたボ ランテ ィアやNPOに よる支援 が、今後 の事業展 開の

中核 とな る可能性 が広 がった。

こ うした状況 を踏 ま え、今 まで以上に効 率的な事業運 営に取 り組む とともに、

区民ニーズ にも柔軟 に対応 で きる活 力あ る経 営を 目指 し、有益 な事業展 開を 目

指 してい く。
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1． 事 業 総 括

1． 新 た な 地t或の 福 祉 ニ ー ズ に 向 けた 「お た が い さ まbank」 の普 及 拡 大

世 田谷 区では、2016年7月 か ら区内27地 区において地域包括 ケアがスター トす る。

地域 においてはボランテ ィア の参加 が、 よ り良い地域づ くりは欠かせ ない もの とな る。

2015年 度 は来 るべ き地域の絆 をっな ぐパイ ロ ッ ト事業 として、ボ ランティア ・市 民活動

推進 部 と福祉事業部 とが連携 し、障害のある方や高齢者 、子 どもな ど多様 な世代 が地域 で

ご近所 の関係 につ なが る 「ご近所市」 を実施 した。

また、協会 が これ までに築いて きた人材 のネ ッ トワー クを積極的 に提供 してい く上では、

「おたがい さまbank」 の普及拡大 を図 り、積極的 な参加 を募 る方策 も求め られ てい る。2015

年度 は 「おたがい さまbank」 登録者 が1，400名 とな り500名 を超 える登録 があった。 さら

に今後 実施 してい く災害ボ ランテ ィア コーデ ィネー ター の養 成講座 をは じめ と した協会 の

各種講座 の受講者や 、ボランテ ィアセ ンター ・ビュー ロー一等 の協会拠点 を利用 してい るグ

ル ープ等へ 呼びかけ、地域で のボ ランテ ィア活動への参加 につ ないでい くことを 目指す。

2． 災 害 ボ ラ ンテ ィア 活 動 の 拠 点 整 備 と、 地 域 と連 携 した 活 動 体 制 の 確 立

災害時 のボ ランテ ィア活動拠 点 として、 「災害 ボランテ ィアマ ッチ ング構想 」の実現を

掲 げ、①場所 の確保 、②マ ッチ ングシステムづ くり、③担 い手 の人材養成 に取 り組 んだ。

場所 の確保 につ いては、「災害ボ ランテ ィアマ ッチ ングセ ンター」の開設場所 として、

区内5支 所 に位置す る大学へ協定の要請を行 った。今年度 は、2014年 度に締 結 した 日本

体育大学に続 き、他 の4支 所 に位置す る各 大学 と協定 の締結 に向けて協議 を進 めた。

マ ッチ ングシステムの検討 については、運営委員会 にお けるワーキ ングチー ムで議論

を重ね、避難所 ごとにボランテ ィアのサテ ライ ト （地域拠 点） を置 くサテ ライ ト方式で、

マ ッチ ングを推進す る コーデ ィネー シ ョンのシステ ムの構築 を 目指 してい る。

また、そこに関わ る担い手の人材養成 では、昭和女子大学 と日本体育大学で、 「災害マ

ッチ ングコーデ ィネ ーター養成講座」 を開催す ることができた。

また、改訂 した 『避難所にお ける困 りごと事例 と解 決 のた めの ヒン ト集』 を区内のすべ

ての小 ・中学校や 民生委員全員 に配布 した ところ、追加配布 の依頼 も多 くあった。

常設 の災害 ボランテ ィアセ ンターの活動体制 を整 え、 「コーデ ィネーター養成講座」や

「スキル ア ップ講座 」の開催 を通 して地域 団体や大学等 との横 のつ なが りをきずいてい

きたい。

3． 介 護 保 険 制 度 の 改 定 に 伴 う体 制 づ く り

4人 に1人 が75歳 以上 とい う超高齢化社会 を迎 える 「2025年 問題」へ の対応 では、介護

保険制度 の改革が2015年 度 か らスター トしてい る。新 予防給付 が創設 され 、要支援者 の予

防事業 は市 区町村の責任 となった。 給付 の見直 しが行われ る等、在宅 を重視 したサー ビス提

供 に変 わってきい る。国は、高齢者 が住 み慣れ た地域で尊厳 のある生活 を継続 す るこ とがで

きる よ う、包括的かっ継 続的なサー ビス体制整備 を 目指す としてい る。

2015年 度 は、懸案 であった 『ケアセ ンターwith』 の移転 を予定 よ り早 く実施す ることが

できた。『ケアセ ンターwith』 においては、地域 の支援 ・協力 を得て、利 用者 が住み慣れ た
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世田谷で安心 して人生を送ることができるよ う支援 していくとともに、将来的には、

高次脳機能障害の リハビリ施設の砧 ・烏山地域への整備が必要 となると予想 される。

併せて、社会福祉法人制度のあり方について国か ら課題が提起 されているが、地域におけ

る公益的な活動はもとより、協会の福祉事業ならではの地域貢献の取 り組みを行 う等、地域

の理解 と賛同が得 られるような方策を検討 していきたい。

4． ボ ラ ンテ ィア の裾 野 拡 大 に 向 けた 地 域 ・学 校 と の連 携

毎年、小学生から中 ・高 ・大学生を中心にボ ランティア体験プ ログラム （ナツボラ） を開催 し

ている。今年 も多 くの学生の参加 があ り、学校教育の中に、ボランティア活動が浸透 してきた よ

だ。協会 としては、『ナツボラ』終了後 も参加者が さまざまな場所でボランテ ィア活動を続けて

いけるフォローア ップ企画 として、参加学生たち と 『ごはん会』を実施 した。その結果 として

『ごはん会』に参加 したメンバー も含め、当協会の地域交流事業への参加 を呼びかけたところ、

高校生 ・大学生が企画の段階か ら参加 して くれた。

また、せたがや災害ボ ランティアセンターでは、『ボランテ ィアマッチ ングコーデ ィネーター

養成講座』への大学生の参加、『女川町学生 ワークキャンプ』の実施、都立芦花高校生の夏休み

『奉仕体験活動』受入れの実施な ど、災害時の担い手 としての若い力 を育成す ることを念頭 にお

き、企画を実施 している。

今後 も、区内の小 ・中 ・高校 ・大学への授業協力を行 い、地域 の未来を担 う子 どもたちへ多様

な体験学習の場 を提供 し、地域 と繋がるきっかけ作 りを行 う。

5． 新たな財源の創出 に向けた取組み

2015年 度は、介護保険制度の改定に伴 う介護i報酬の減額や、障害者総合支援法による報酬

の減額等によ り、協会の事業運営は厳 しくなることが予想 された。そのために、各事業部では

事業を精査 して収益の拡大を目指 し、新たな収益を得 るため催 しへの参加などで財源を創 出す

ることができた。

今後 もホームページや情報誌 『セボネ』等の媒体を活用 して、区民や企業等の賛同の輪を広

げるとともに、「『社会福祉法人世田谷ボランティア協会』をささえる会」 （以下、「ささえる会」

とい う。）とも連携 して、2016年 度は新規募金箱の設置や税額控除 となるメ リッ トを活か した

法人への寄附収入の拡大を進 めていきたい。
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II． ボ ラ ンテ ィア ・市 民 活 動 推 進 事 業

【ボ ラ ンテ ィア ・市 民活 動 推 進 事 業 の2015年 度 総括 】

ボ ランテ ィア ・市民活動推進部 は、単 に区民か らの さま ざまなニーズにボランテ ィア をマ ッチ ング

す ることに とどま らず、地域 の課題 の解決 に向けて、地域へ発信す る ことを大切 に して取 り組 んでき

た。 なかで も、『しも うま夕 ごはん会』や、福祉事業部 と協働実施 した 『一緒 に食 べ よ』 の取組み な ど

「食 」をキー ワー ドに した、協会 らしい地域包括 システ ムへの糸 口を見っ けるきっか けの年 となった。

『せ たがや 災害 ボランテ ィアセ ンター』 では、 「災害ボ ランテ ィアマ ッチ ングセ ンター構想」 を実

現す べ く、 「場所 ・システ ム ・人」の条件整備 に大 きく前進 した年 であった。 ボ ランテ ィアの活動拠

点 を区内5支 所 に位置す る大学内に据 えて、 さらに、避難所 ごとに もボランテ ィアの活動拠点 を設置

す るサテライ ト方式 とい うシステムを確 立 し、マ ッチ ングコーデ ィネ ーター養成講座 を2カ 所で開催

す るまでになっている。

また、ホームペ ージの作成 に加 えて、フェイスブ ックや ツイ ッター等のSNSを 追加す るこ とで複

合 的な情報発信 を行 い、情報発信 の機会 を拡 大す る こともで きた。 各 ビュー ロー の活動 にお いては、

地域性 を活 か した事業 を展開 し、それ ぞれ の事業で多 くの継続 的なボ ランテ ィア参加 を得 て、 自主 グ

ループ化な どの新 たな動 きとな り、事業 の活 性化 を進 めるこ とがで きるよ うになった。

（1）世 田谷 ボ ラ ン テ ィア 協 会 の 情 報 発 信 を強 化 し 「おた が い さ まbank」 の登 録 者 の 倍増 を

図 る

協会の情報発信 では、ホームページ 「おたがい さまWeb」 の改 良によ り、事業の告知やボ ランテ

ィア募集 を トップペ ージに見やす く発信す ることができた。 さらに、 フェイスブ ックや ツイ ッター、

拠点のプ ログでの発信 にも力点 を置 き、多様な発信媒体 を整 えたこ とで、ア クセス数 も2014年 度末

の約5，000件 か ら約11，000件 へ と倍増す るな ど、情報発信 への反応 が増 えてきている。

その一方で、『おたがい さまbank』 につ いては、ボ ランテ ィア活動 でや りたい ことを事前登録で

きるシステム と、希望に合 わせた情報発信 を十分に提供す る ことが出来 なか ったが、登録者 は2015

年度末で約1，400名 とな り、昨年度に比べ500名 以上の新規登録 があった。デー タベース を使 い こ

なす スキル と体制がな く、機能 を活か した情報発信 が十分にはできていないが 、『おたがい さまbank』

が世 田谷の活動 を ささえる基盤 になるこ とを 目指 した、地域活動者 を増やす ツール の一つ として大い

に期待 されてい る。多様 な情報提供 を行い 、今後 とも各 自の要望に合 う活動 につ ながる機会 を作って

いきたい。

また、企業等 との連携にっいて も具体的 な協働 の機 会 をっ くることが出来 なかったが、町会 ・自治

会 、商店会、学校、NPO団 体 、福祉 関係機 関 との関係 づ くりは、区内の催 し等への積極的 な参加 を

通 じて、新た な関係作 りを行 うことが できた。
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（2）災 害 ボ ラ ンテ ィア セ ンタ ーの 体 制 を 強 化 し機 能 を 高 め る た め 、 地 域 と連 携 しな が ら、 人 材

の 発 掘 と育 成 を図 る

せたがや災害ボ ランテ ィアセ ンターの重 点 目標 として、 「災害 ボ ランテ ィアマ ッチ ング構想 」の実

現 を掲 げ取 り組 んで きた。 実現のためには、①場所 の確保、②マ ッチ ングシステムづ く り、③担い手

の人材確保が早急の課題 となっていた。

世 田谷 区で大規模 災害が発 生 した際、すみや かに災害ボ ランテ ィアセ ンター を立ち上 げるた めに、

被災地域や被災住 民 とボ ランテ ィア活動者 をっ ないでい くマ ッチ ングの拠点にな る 「災害 ボランテ ィ

アマ ッチ ングセ ンター」開設場所 として、5支 所 に位置す る各大学 に対 して協定の要請 を行 い、 日本

体育大学 とは施設利 用に関す る協定の締結 に至 った。 さらに、他地域 の大学 と協定締結 に向けての話

し合い準備 を進 めた。

今 年度は、運 営委員 会における ワー キングチー ムで議論 を重ね、避 難所 ご とにボ ランテ ィアのサテ

ライ ト （地域拠 点） を置 く。 サテ ライ ト方式 を採 り入れたマ ッチ ングシステムづ くりが完成 した。

また、拠 点運 営のスタ ッフ養成 として、昭和女子大学 と日本体育大学で、災害マ ッチングコーデ ィ

ネー ター養 成講座 を開催 し、システ ムが実際 に機 能 できるかの検証 と担い手の発掘 を行 った。

さ らには、高校 生へ の防災教育 の一環 として 、東京都立芦花高校 においてマ ンホール トイ レの設置

等の疑似 体験 を行 い、災害時の状況 を身近 に感 じる機会 を提供 した。 この よ うに、常設 の災害 ボラン

テ ィアセ ンターの活動 体制 を整 えるために、区内の地域団体や大学等 に積 極的 に働 きかけて、横 のつ

なが りを結 ぶ一歩 となった。

その他、改訂 した 「避難所 における困 りご と事例 と解 決のた めの ヒン ト集 」 を、区の出張所や まち

づ くりセ ンター を通 して町会 ・自治会 に配布 した （配布数約600部 ）。併せ て民生委員協議会 に参

加 し、民生委員 に配布 した ところ好評 で、追加配布 の相談 を多数得た （配布 数約800部 ）。

地域住民に も災害時における対応 な どにつ いての意識が高ま り、世 田谷災害ボ ランテ ィアセ ンター

への関心が強 くな ってきた。

（3）2016年 度 に世 田谷区が地t或包括 ケアを区内全t或でスタ ー トする ことに伴 い、世田谷ボラ

ンティア協会のネ ットワークを活かす取り組みを実施する

福祉事業部の各事業所 と連携 し、地域の一人暮 らしの高齢者や障がい者の方々が、住み慣れた町で

多くの人 と 「おたがいさま」の関係 がっ くれるような場の提供 として、「食を共にする」をキーワー

ドに毎月1回 の頻度で、「いっしょに食べよ」と 「しもうま夕ごはん会」をそれぞれ対象者を変えて

実施 して、下馬あんしんす ごやかセンターや社会福祉協議会、民生委員、介護保険事業所等の協力を

得 ることができ、多くの方の参加があった。

このような試みが各地域で多様に展開されるために、この実践を進める世田谷ボランティア協会へ

の期待が多いことを感 じた年であった。地域に根付いた活動にっないでいく事業を今後 さらに推進 し

ていきたい。

（4） さ ま ざ ま な 大 人 た ち が 、 「せ た が や チ ャイル ドラ イ ン」 に参 加 す る 機 会 の 創 出

2014年 度 か ら2015年 度 にか けて、運営委員 と支 え手 とで合 同会議 を実施 し、チ ャイル ドラインが

直面 してい る課題 を洗い出 し、 さま ざまな課題 に対 して、ひ とっず つ取組 みや 工夫 を重 ねてきた。

ここ数年、地域へ の発 信が不足 していた こ とが課題 となっていたが、子 ども基金 を活用 して3年 ぶ り

にシンポジ ウムを開催 した。活動に関心の ある方への呼びか けは もち ろんの こと、小 中学校 のPTAに 向
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けて も直接お手紙 を送 り、チャイル ドライ ンをPRす るこ とで、PTAか らの参加者 も多かった。発信 の

成果か、企業の社会貢献活動や学校 との コラボ レーシ ョンの機会 に恵 まれ、広が りを感 じた。今後 も

さまざまな手法で積極 的に関係性 をっ くってい きたい。

常設化か ら15年 が経過 し、受 け手養成講座 には一定数 の参加 者が あるが、電話 の受 け手 の不足が課

題 となってい る。講座 の内容 の見直 しも行い、2015年 度 は全9回 の 「チ ャイル ドライ ン公 開講座」 に

延べ146名 、その後 の 「受 け手養成専修講座 」 には17名 の参加 が あ り、 この中か ら14名 の第20期 イ

ンター ン生が生まれた。 しか し、実際 の活動 に参加す るための1年 間のイ ンター ン研修 を終 えた後 の

定着が難 しい状況 が続 いてい る。 メンバー間の関係 づ く りのために、4月 の全員集合 交流会 では世 田谷

パブ リックシアターの協力 で演劇 ワー クシ ョップ を採 り入れ た ことに よ り、受 け手 ・支 え手 ・運 営委員

の立場 を超 えた一体感 が生まれ 、非常 に好評だ った。 受け手 が よ り主体的 に関わ りをもち、 これ らのチ

ャイル ドライ ンを共 につ くってい く取組み を行 ってい きたい。 また、受 け手 をフォロー一す る支 え手 の育

成 は急務であ るが、支 え手のための合宿研修 には世 田谷 を含 め全 国か らの参加が あ り、人材 育成事業 は

成果 を出 してい る。

今年度の新 たな試 み と しては、区内のイベ ン トへの参加 を増や し、ボ ランテ ィアによる手づ く り品の

販売や ミニ リー フレッ トな どを配布 し、PRに 努めた。初 めての場 に出かけて行 くことで、チ ャイル ドラ

イ ンへの理解 が広 が るとともに、販売収益 が増加 し、活動 資金 の確保 に もっ ながった。

（5） ボ ラ ン テ ィア 学 習 によ る 学校 へ の 協 力 で 、 次 世 代 ボ ラ ンテ ィア の 育 成

毎年、小学生か ら中高大学生を中心 にボランテ ィア体験プ ログラム を開催 し、今年 も延べ277名 の参

加が あった。受入 参加者 を 日頃の活動 にっ な ぐため、活動者 への フォ ローア ップ企画 として互い に交流

がで きるよ う 「ごはん会」を実施 した。 その結果 として、 「ごはん会」 に参加 したメ ンバー も含 めた有志

の高校生た ちが、おたがい さま フェスタでブー スを企画す るこ とに発 展 した。

フォU一 ア ップの進 め方 と継続 の取組 みに課題 が残 った。次年度 は、早めの告知 、開催時期 の見直 し、

継続的 なアブn一 チ の手法等 を検討 したい。

1． ボ ラ ンテ ィア セ ン タ ー事 業

（1）ボ ランテ ィアコーデ ィネ ー ト事業

ボ ランテ ィアの応援 を求めたい人や場 と、ボランテ ィア活動 に参加 したい人 をつ な ぐ取組み とし

て以下の よ うな事業 を展 開 した。

① ボランテ ィア相談

ボ ランテ ィア活動 を したい人は、長期休 暇 を利用 して活動 したい学生や、 自分 の興味 ・関心 に基

づ く学習 を活か した活動 を したい シニア層が多 くなった。 しか し多 くの場合、具体的 にや りたい活

動が な く 「地域で なにか したい」い う希望が多か った。ボ ランテ ィアを求 める相談の主 な内容 は、

個人か らは生活 の困 りご とを聴いて くれ る傾 聴 ボランテ ィアの依頼や外 出の同行、学習支援で あっ

た。団体か らの相談 は、学校や企業 、市民 グルー プ等 か らボランテ ィア活動 の展 開に関す る相談が

寄せ られた。

2014年 と比べボ ランテ ィア活動 を したい人 の来所が少 な くなったが、 この要 因 として は、イ ンタ

ーネ ッ ト等 の活用 で来所 しな くて も欲 しい情報 を得 た り
、スマー トフォ ンや携帯 か ら気軽 にアクセ

スできるフェイ スブ ック等のSNSの 利用が進 んでい ることが考 え られ る。

よ り気軽 に始 め られ る一方 で、情報や機会 があって も具体的にや りたい こ とを見つ けに くい人が
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多 くなっているとい う状況 も見 られる

面談受付件数 （被災地支援活動は含んでいない）

年度
ボランティア

したい

ボランティア

求む

ボランテ ィア求む以外の相談

合 計
情報求む 物品提供

学習

脇 力

その

他

小

計

2015 84 74 20 0 11 20 51 209

2014 132 96 35 4 24 8 71 299

2013 113 79 59 5 23 10 56 289

② おた がいさまbank

「おたがい さまbank」 登録者 に向 けては、一律にメール マガ ジンを配信す るのではな く、個 々

の関心 に合 わせ た講座 やイベ ン トな どの情報発信 を展開 してい る。デ ータ端末 がパ ソコン中心か

らスマー トフォ ン等 に移行 して きてお り、デー タベースの対応 が十分 にできていない不具合 を解

消 し、多様 なボ ランテ ィア情報 の発信 を 目指 したい。

ア．登 録者 状況

「お たがい さまbank」 への登録者 （エ ン トリー者 および宣言者）は、2015年3月 末現在1，369名 と

なった。 当初 目標 と していた1，600名 には達 しなかったが、。エ ン トリー者 は476名 、おたがい さ

ま宣言者は893名 となった。

年度 エ ン トリー 数 おたがいさま宣言数 合計

2015 476名 893名 1，369名

2014 303名 578名 881名

2013 217名 217名 434名

③ イプニングプログラム

ボランティアセンターの夜間時間帯を有効に活用 し、地域の人たちが気軽に参加できるボランテ

ィア活動のきっかけとなる機会を提供 した。

曜 日 テ ー マ 内 容 回数 参加者数

水
編み 物 ボ ランテ ィ

ア 「ニ ッ トカフエ」

緩やか に地域 とのっ なが りをつ くるプ ログ

ラム として 、バ ザー品 として提供 され る毛

糸 の再利用 も兼 ねた 「編 み物 カフェ」 の開

催

48回
延 べ346

名

④ 傾聴 ボランテ ィア

ア．傾 聴 ボランテ ィアの派遣

一 人暮 ら しや 日中独居 高齢者 の精神 的 なサ ポー トを行 うため
、傾聴 ボ ランテ ィアの派遣 を実施

した。 関係機 関の協力 を得て傾聴ボ ランテ ィアのニーズ を募集 し、2015年 度 は24件 の新規相談

があった。訪 問 とコーデ ィネー トを行 い、傾聴 ボランテ ィアの活動 につなげてい る。

イ ．フオロー講座

傾聴 ボ ランテ ィア講座 終了後の活動者 を対象 に、活動 中の出来事や 困 りご とを共有 しなが ら学

習す る機会 と して、見学、ロールプ レイ、グルー プワー ク、講習会、ケース検討等 を行 うフォロー

講座 を実施 した （参加者延べ39名6回 実施 ：4月 、5月 、6H、10月 、12月 、2月 ）。
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ウ． しも うま名 画座

高齢者 か ら地域 で緩や かに集 まる機会 をっ く りたい との希望が あ り、映画 を鑑賞 した後にみん

なで話す場 を設 け、近 隣の 日常的 な関わ りをつ くるた めに、傾聴 ボランテ ィアによる 「しも うま

名画座 」を隔月第3金 曜 日に実施 した （参加者延べ67名 、6回 実施 ：5月 、7月 、9月 、11月 、

1月 、3月 ）。

エ． しも うま夕 ごはん会

既存 のサー ビスで は地域 の独居高齢者 が夕食 を誰か と共 にで きる機 会が ないた め、傾聴 ボ ラン

テ ィア と調理 ボランテ ィアの協力で 「しも うま夕ごはん会」 を毎月第3火 曜 日に企画 ・実施 した

（参加者延べ123名 、協力者延べ83名 、他36名 ）。

オ．近隣 トラブル の解決 （試行）

傾 聴 ボランテ ィアの活動 の現場 で、「音が うるさい と怒 鳴 られ た」、「とな りのペ ッ トが うるさ く

て 困ってい る」、 「隣か ら嫌 が らせ を され る」等、近隣 との トラブル に対 しての相談が寄せ られ る

こ とが あった。地域 の課題 といえるこ うした ケースを解決す るた めに、「ミデ ィエー シ ョン」 とい

う当事者 同士の対話 を促 し解 決す る手法が あ り、下馬 ・野沢地域 で世 田谷警察署、下馬まちづ く

りセ ンターの協力を得 て試行 した （4月 ～6月 ）。結果 は問い合 わせ が5件 、実施 は0件 だ ったが、

関係 団体や近隣か らの期待 は大 きか った。

⑤ 発達障害のある方 と一緒に活動 するボラ ンテ ィア養 成講座 フォロー

昨年度、発達障害等で生きに くさを抱 えてい る人が安心 して参加 できるボランテ ィア活動の場を

つ くるこ とを 目的 に、区の担 当課や 関係機 関、ボランテ ィア ビュー ロース タ ッフ とともにボ ランテ

ィア養 成講座 を行 った。講座 後は月1回 の ミーティングを続 けて活動 を検討。10月 に開催 した 当事

者の体験談 を聴 く企画 『ナマバ ラ』の第2弾 を3月5日 に開催 した。（ミー テ ィング年 間参加人数延

べ41名 、イベ ン ト参加者述べ23名 ）

⑥ 「い っ しょに食べよ」ワークシ ョップ

ケアセ ンターふ らっ とと世 田谷 ボラ ンテ ィアセンターが協働で、一人暮 らしや、 自力移動が難 し

くフォーマル なサー ビスにつなが らない人や 、子育 て中の親子 を対象 に、 夕食会 を隔月 のペースで

実施 した （参加者延べ79名 、協力者延べ28名 、7回 実施 ：5A、7月 、9月 、10H、12月 、2月 、3月 ）。

（2）ボラ ンテ ィア情報ネ ッ トワーク事業

ボ ランテ ィア に関す る情報 センター と して、ボ ランテ ィア募集情報 と併せて活動 に必要 な知識やス

キル を得 る講座 等、ニー ズや社会の状況 に対応 した情報発信 に努 めた。

① ボラ ンテ ィア情報誌 「セタガヤ ・ボランテ ィア ・ネ ッ トワーク＝セボネ」 の発行

「人が変わ る社会 が変 わる」をコンセ プ トに、生活の あ らゆる場 面か らボ ランテ ィアを身近 に感 じ

ても ら うための情報誌 「セボネ」を毎月約4，500部 発行 した。特集記事や 団体紹介等の掲載 内容 の

検討 にあたっては、ボ ランテ ィアの編集委員 に よる編集会議 を毎月開催 し、誌 面の充実を図った。

＊セボネ編集委員 ：星野弥生、佐藤研資、市川徹、家井雪子、鈴木朋子、新井英明、小川宏、迫雅之、伊藤立

＊編集会議 開催 日 ：4／15、5／19、6／17、7／15、9／8、10／6、11／5、12／4、1／8、2／4、3／1
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＊発送作業ボ ランテ ィア 延べ98名

発行月 誌 面 内 容

4月 号

イラス ト・山本陽光

特集 ＝子育てサロン 「古民家mamas」 の 「小さなネウボラ」地域で子育てを支えよう

市 民力 ＝せ た がや学 生 ボ ランテ ィアセ ンター／世 田谷人 ＝園 良太

5月 号 イ ラ ス ト

国分 チエ ミ

特集 ＝ボランティア活動を支え、自らボランティアになる 「世田谷ボランティア協会をささえる会」

市 民力 ＝北沢川 文化遺 産保 存 の会／世 田谷 人 ＝橋 元隆子

6月 号

イラス ト・本城晴美

特集 ＝まちか ら子 どもの声 が消 え る ！？

市民 力 ＝futacolab／ 世 田谷 人 ＝財津 七緒美

7月 号

イラス ト・加藤都子

特集 ＝ あ りの まま の、 自分 を生 き る～ 「LGBT」 を知 ろ う～

市民 力 ＝高校生の高校生による中学生のための高校説明会／世 田谷人 ＝伊藤 晃子

8月 号

イ ラ ス ト ・お の み さ

特集＝世 田谷の疎開児童 と特攻隊の出会い～ 「戦争体験を聴く会、語る会」より

市民力＝用賀サマーフェステ ィバル／世 田谷人 ＝上田幹郎

9月 号 イ ラス ト ・

ソノベナ ミコ

特集＝困った ！を話せ るところ～世田谷地域障害者相談支援センターの取り組み～

市民力 ＝せたがや ヒューマンライブラリー／世 田谷人＝小佐野彰 さんを偲ぶ

10月 号 イラス ト・

フクダ トオル

特集＝雑居まつ りの40年 ～その歴史 と魅力をさぐる～

市民力 ＝NPO法 人若者の 自立支援すみれブーケ／世 田谷人 ＝辻 教子

11月 号

イ ラス ト ・おがた りこ

特集＝みんなの想いをカタチに～演劇 ワークショップ活用の可能性～

市民力 ＝グ リーフサポー トせたがや／栃木県小山市 ・栃木市豪雨災害支援活動レポー ト

12月 号

イ ラス ト ・村 上 ゆ か

特集＝音楽でつな ぐ子 どもたちの未来

市民力 ＝Encore（ アンコール）／世 田谷人 ＝東 優至

1月 号 イ ラス ト ・

いの うえみ う

特集＝みんなでワイ ワイ 「子 ども食堂」

市民力 ＝世 田谷城友の会／世 田谷人＝竹村睦子

2月 号

イ ラス ト ・久保田美穂

特 集 ＝ 「もっ と語 ろ う不 登校」 の20年 ～ 「自分語 り」 の場 と して～

市民力 ＝世 田谷LightsinFarm／ 世 田谷 人 ＝芳 賀 法子

3月 号

イ ラス ト ・岡本かな子

特集＝せ たがや災害ボランティアセ ンターのこれまで とこれか ら

市民力 ＝東京都 自閉症協会 ・世 田谷地区会／世 田谷人＝高木史雄

② 協会ホームペー ジの運営

ホー ムペー ジ 「おた がい さまWEB」 でのボ ランテ ィア情報発信 、各拠 点や事業 のプ ログや フェイ ス

ブ ックによる情報発信 を行 った。 情報誌 「セボネ」の読み物の記事 をプ ログにも掲載 して、 よ り多

くの人 に読 んで もらえるよ うに した。 また、スマー トフォ ンや タブ レッ トか らのア クセスが増 えて

いるこ とを踏 まえ、対応 す るホームページの さ らな る改 良を検討 してい たが、実施で きなか った。

2016年 度 に向 けて検討 していきたい。

年 度 2015 2014 2013

ホームペ ー ジか らの投稿 735件 794件 460件

メールでの問合せ 156件 100件 108件

③ ボラ ンテ ィア ・市民活動情報 の収集 と掲示 ・展示 コーナーの設置運 営

区内外 の市民団体や 関係機 関の資料 を収集 し、掲示 ・展示 コーナー を設 けて、協会 に寄せ られ る

市民団体や地域活動 情報の提供 を行 った。また協会 の実施事業等 にっ いては、 さま ざまなイベ ン ト

や講座 、被災地交流支援活動等 をホー ムペー ジや プログ、 フェイ スブ ック等でPRし た。
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（3）ボラ ンテ ィア学習事業

区内の 中学 ・高校か ら相談を受 け、夏休み 中のボランテ ィア活動 に向けたオ リエ ンテーシ ョンの実

施や、ボ ランテ ィア学習の時間のプ ログ ラムを開発 し提供、小学校か らの相談に応 じての授業協力 を

行 った。また、学生のボ ランテ ィア支援 に力 を入れ る大学 も増 えてお り、学生や 大学のボ ランテ ィア

推進窓 口との連携 を進 めている。

① 総合学習 ・奉仕体験活動 コーデ ィネー ト

ア．世 田谷学園 中学校への授 業協力

2年 生223名 を対象 に 「ボランテ ィア体験授業」の企 画運 営な らびに事前学習 のコーデ ィネー

トを行 った。

実施 日 内 容

5／25 「ボ ランテ ィア体験授業の ながれ」についての説 明、協会職員1名

体験プログラム （ ）内は実施団体

①聞こえの学習と手話の体験 （世田谷区聴覚障害者協会）

②アイマス ク体験 （世 田谷ボ ランテ ィア協会）

 

6／5
③車いす体験 （世田谷福祉専門学校）

 

6／8
④ 講 話 ：金 重泰 行 （LiveOne’sOwnLifePiece）

⑤中学3年 生によるボランティア体験談

⑥軍手で折 り紙 （世田谷ボランティア協会）

7／4 ナツボラ申込受付 受付数68名

活動分野別オ リエ ンテー シ ョン

① 子 ども分野 ：吉澤隆幸 （鳩ぽっぽ保育園）

7／17 ② 障がい者 分野 ：金子雅則 （三宿っ く しんぼホー ム）

③ 高齢者分野 ：高野康生 （きたざわ苑）

④ その他の分野 ：協会職員1名

イ． 日本 女子 体育大学附属 二階堂高校へ の授業協力

保健福祉 コース （福祉 ・看護 ・保 育）の1年 生36名 を対象 に、ボ ランテ ィアについ て学ぶ 「ボ

ランテ ィア入 門講座」 を実施 した。

実施 日 内 容

4／11
ボランテ ィア活動 についての講義 、 コミュニケー シ ョン トレーニ ング、ボ

ランテ ィア活動体験談 講 師 ：大学 生2名 、協会職員2名

ウ．都 立世 田谷総合 高校へ の授業協力

2年 生235名 を対象 に 「奉仕」の授 業の企画運 営、グループ別 学習の コーデ ィネー トを行 った。

また、協力 団体 と学校 とで構成 され る 「地域連携奉仕 委員会 」に も出席 し、地域 と学校の連携 を

サポー トした。

実施 日 内 容

4／17 奉仕体験活動にっいて ・高校生の地域活動の紹介 ・まち歩きの事前学習

講師 ：協会職員1名

5／29 学校周辺をテーマ ごとにまち歩き
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6／2 教員 向け奉仕オ リエ ンテー シ ョン 講 師 ：職員1名

6／5 バ リア フ リーマ ップの作成

6／19 マ ップ の発 表

6／26 地域連携奉仕委員会①

9／4 グ ル ー プ 活 動 説 明 会 協 力 団 体8団 体 ：ア・マ・ンド トリートメントLAV州DULA、 ウェ ブベ ル

マ ー ク協 会 、 せ た がや 水 辺 デ ザ イ ンネ ッ トワー ク、 世 田谷 トラ ス トま ちづ く り、 二子 玉 川

地 区交 通 環 境 浄 化 推 進 協 議 会 、世 田谷 パ ブ リックシアター、 プ ラ ン ・ジ ャパ ン 、 二子 玉 川 小 学 校

9／11 グループ活動①

10／16 グループ活動②

10／30 グループ活動③

11／6 グループ活動④

11／13 グループ活動⑤

11／20 事後 学習 ・体験 のま とめ

11／27 奉仕のまとめ発表会／地域連携奉仕委員会

エ．都立桜町高校 （定時制）へ の授業協力

1年 生の 「奉仕」の授業 で、さま ざまなボラ ンテ ィア活動 に参加 してい る大学生 を講 師 として、

体験 談を話 しても らい、ボ ランテ ィア活動 の意義を伝 えた。

実施 日 内 容 対象

6／15 講話 「わた しの話」 講師 ：板橋 龍太郎 （大学生） 8名

オ． 目黒星美学園高校 への授業協力

1年 生78名 を対象 に、夏休 みのボ ランテ ィア体験学習の事前指導 と して、ボ ランテ ィア体験 を

行 う際の心構 えや注意点、活動の探 し方 にっいて講話 を行 った。

実施 日 内 容 対象

5／19 ボランテ ィア体験事前学習 講師 ：協会職員1名 78名

カ．昭和女子高校への授業協力

昨年度 よ り新 たに取 り組 みの始 ま った 「サー ビスラー ニング」 とい う社会 貢献型 体験学習の導

入 と して、1年 生 に対 しボ ランテ ィア入門講座 を行 った。

実施 日 内 容 対象

5／19 ボランテ ィアについて、活動の種類や事例の紹介、情報の調べ方等

講師 ：協会職員1名

226名

キ．都立芦花高校への授業協力

1年 生を対象にした 「奉仕」の授業で、防災教育の企画運営を行った。

実施 日 内 容 対象

11／4 オ リエ ンテーシ ョン 「秋 の 『奉仕』 防災体験活動」 につ いて

講 師 ：協会職員1名 1年 生
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11／6、 体験活動プログラム

13．20 ①災害講話／災害ボランティア体験談 240名

講師 ：竹内和子 （SS．TASQ代 表）

②マ ンホール トイ レの組 立て と防災 まち歩 き

会場 ：区立千歳 中学校 、廻沢公 園、上祖 師谷パ ンダ公 園、

大道北記念公園

組立て指導 ：砧総合支所地域振興課、烏山総合支所地域振興課

協力者 ：青少年委員、世田谷環境学習会、地域防災活動者 延べ15名

ク 日本橋高校へ の授業支援

1年 生280名 を対象 に、福祉 体験授 業の事前学習 として ボランテ ィア についての講義 と体験談

をすみだ ボランテ ィアセ ンター と共に企画 ・実施 した。

実施 日 内 容 対象

11／5 ボランティアについての講義 、活動者体験談

講師 ：墨 田区社会福祉協議会すみだボランティアセンター職員、

大学生、社会人ボランティア、協会職員 各1名

280名

ケ．区内小学校への授業協力

実施 日 内 容 対象

10／15 車いす体験 講師 ：協会職員1名 126名

桜町小

4年 生

10／22 「視覚 障害者 の生活 と盲導犬 にっいて」講 師 ：盲導犬ユーザー

11／5 「聴覚障害者の生活 と手話 にっいて」講師 ・通訳 ：聴覚障害者協会

10／9 アイマスク体験 「で きるこ とさが し」 講 師 ：協会職員1名 77名

赤堤小

4年 生
10／20 「視 覚障害者 の生活 と盲導犬 にっいて」講 師 ：盲導犬ユーザー

10／8 車いす体験 講師 ：協会職員1名 119名

弦巻小

4年 生

10／13 「身体障害者 の生活 について」 講師 ：車いすユーザ ー

10／21 「聴覚障害者の生活 と手話にっいて」講師 ・通訳 ：聴覚障害者協会

2／9 アイマスク体験 「できるこ とさが し」 講師 ：協会職員1名 56名

中町小

4年 生

2／10 「聴覚障害者の生活 と手話について」講師 ・通訳 ：聴覚障害者協会

2／23 「視 覚障害者 の生活 と盲導犬 にっいて」講師 ：盲導 犬ユーザー

2／16

アイマス ク体験 「できるこ とさが し」 講師 ：協会職 員1名 69名

旭小4年 生
車いす体験 講師 ：協会職員1名
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② 「夏のボラ ンテ ィア体験プ ログラム」 （ナツボラ2015）

区内に在住在学 の中学生か ら大学生及び30歳 くらいまで の青少年 を対象 に、ボランテ ィア体験 の

プログラムを企画 ・実施 した。

実 施 日 内 容

6／23．25 受入 団体説 明会 （2014年 度 の報告、2015年 度 の変更点 ・留意点の説 明、

情報 交換）23団 体24名 参加 会場 ：世 田谷 ボランティアセ ンター

7／5、12、

7／22、30、

8／4

受付 、オ リエ ンテー シ ョン

会場 ：世 田谷 ボランテ イアセ ンター

参加者数1264名 、参加延べ件数277名

7／21～

8／30

活動期 間 ：各活動先 で3日 ～4日 間／活動先 ：84か 所 （高齢者 関係18か

所 、障がい者 関係24か 所 、子 ども関係36か 所、そ の他6か 所）

8／30 活動報告会 会場 ：世田谷ボランティアセンター 参加者23名

10／31 ナ ツボラフォ ロー ア ップ企 画 「ごはん を食 べ なが ら気軽 に話そ う会 」

参加者 ：13名（小学生1名 、 中学生1名 、高校生8名 、大学生1名 、大人2

名） 協力者 （ボランテ ィアグルー プお とせ な）7名 総勢20名

③ せたがやキ ャンパス ・ネ ッ トワーク

区内の大学 と連携 を図 り、授業やガイ ダンスの中で ボランテ ィア活動等 に関す る講義 を行 った。

学生ボ ランテ ィア支援 にかかわ る教職員 との 日常的 な情報交換 ・情報提供 を行 い、学生 のボ ランテ

ィア参加意識 の向上 を 目指 した。

ア．産業能率大 学

学生サー ビスセ ンターが主催 す るボ ランテ ィアガイダ ンスに協力 した。

実施 日 内 容 対象

4／4
新入生 のた めのボ ランテ ィアオ リエ ンテー シ ョン

講師 ：協会職員1名
70名

6／16 ボ ランテ ィア説明会（ナツボラPR） 講師 ：協会職員1名 7名

10／9 「社会貢献 とボ ランテ ィア」 講 師 ：協会職員1名 135名

イ ．明治大学

「ボ ランテ ィア入 門講座 」の授業 に協力 し、実習先 の紹 介、プ ログ ラムの助言 を行 った。

実施 日 内 容 対象

4／30 ボ ランテ ィア活動について、世 田谷 区内の実習先の紹介

講師 ：協会職員1名 、協力者 ：3名

14名

10／8 15名

ウ． 日本女子体育大学

「ボ ランテ ィア活動論 」の授業2コ マに協力 した。

実施 日 内 容 対象

6／23
世 田谷ボ ランテ ィアセ ンターの紹介 、ボ ランテ ィア ・コーデ ィネー

ターの仕事、ナ ツボ ラの紹介 講 師 ：協会職員1名

300名
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（4）せたがや 災害 ボランテ ィアセンタ ー事業

災害ボ ランティアセ ンター の 目指す活動について、運営委員の中で ワー キングチームを組織 し、課

題 の認識 を共有 して議論 を活性化 しなが ら試 案 をま とめ、それ をもとに運 営委員会 で審議す るとい う

体制 をとってい る。検討すべ き課題、試行錯誤 を経 るべ き課題 は 山積 してお り、優先順位 を考 えなが

ら機動 力のあ る活動 、地域 との連携 にっながる活動 を 目指 してい る。

2015年 度 は、ワー キングチームで議論 を重ね、避難所 ご とにボ ランティアのサテ ライ ト（地域拠 点）

を置 く。 サテ ライ ト方式 を取 り入れ たマ ッチ ングシステ ムづ くりが完成 した。それに よ り、拠点運営

のス タッフ養成 と して、昭和女子大学 と日本体育大学 で、災害マ ッチ ングコーデ ィネー ター養成 講座

を開催 し、実際に機能 できるシステムなのかの検証 と担 い手 の発掘 を行 った。

災害支援 活動 では、9月 に 「関東 ・東 北豪雨水害」 で被災 し、世 田谷 区 と災害時相互応援協定 を結

んでい る栃 木県小 山市 と隣接す る栃木市ヘ ボラ ンテ ィア派遣 を実施 した。 また、被災地交流支援活動

として、福 島県川 内村への支援活動や 、昭和女子大学 との共催事業 「宮城県女川町学生 ワー クキャン

プ」 も継続 して行 った。

地域 に対 しては、改訂 した 「避難所 にお ける困 りご と事例 と解決のための ヒン ト集 」、区の出張所や

まちづ くりセ ンター を通 して町会 ・自治会に配 付 した （約600部 ）。さらに民生委員 に も配布 した とこ

ろ、追加配付の相談が多 く寄せ られ好評 を得た （約800部 ）。

① 運営委員会 ・合 同部会の開催 （4月 ～3月 ）

各 ワー キングチームか らの報告 、連絡 、決定。運営 に関す る協議等。

開催 日 内 容

4／30，6／3，7／8，8／3，9／8、10／7、

11／10、12／15、1／21、2／16、3／16

各 ワーキングチー ムの進捗状況の報告、

各種検討 ＊毎月1回 開催 ：計11回 開催

＊運営委員 ：横 山康博 （運 営委員長）、浅見 裕、伊藤 高、上 田幹 郎、大河 内保雪 、

小野村浩、川名 あき、菊池顕太郎、黒 田敏 明、金安博 明、興椙 寛 、

後藤 順一、齊藤竹美 、佐藤百合子、島村雅之、清水 裕 、染野和夫 、

竹内和子、地頭所知子 、中澤幸雄、長谷川 憲、深 山ゆみ、星野弥生、

松下泰樹、三井美和子 、宮崎猛志 、村上 ノブ子、 山本 瞳

② ワーキングチームの開催 （ワーキ ングチー ム① ～⑥ は終了、⑨はチー ム編成 中）

ア．ワー キングチーム⑦

開催 日

4／21、6／24、7／14

8／5

内 容

ボ ランテ ィアが、避難所 ・個人家庭 ・商店街等 で支援で きるこ と

が らを想 定 し、その周知 を図る

＊メ ンバ ー ：横 山康博 、菊池顕太郎、興椙 寛、佐 藤百合子、竹内和子、 山本 瞳

イ． ワーキ ングチー ム⑧

開催 日 内 容

4／9、5／12、

6／2，7／9

避難所 、個人家庭 、商店街等か ら、ボ ランテ ィアに支援 を要請す

る方法、仕組み を決定 し、その周知 を図 る

＊メンバー ：横 山康博 、上 田幹郎、黒 田明敏 、染野和夫 、中澤幸雄 、三井美和子
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ウ． ワー キ ン グチ ー ム⑩

4／22、5／29、7／1高 校 生 や 中学 生 に よ る地 域 で の 災 害 ボ ラ ンテ ィア活 動 プ ロ グ ラ

7／22、8／28、9／25ム をっ く り、 参加 を促進 す る方 法 を考 え る

10／27、12／1、1／13、

2／17、3／29

＊メ ンバ ー ：大 河 内保 雪 、 島 村 雅 之 、 清水 裕 、長 谷 川 憲

工 ． ワー キ ン グチ ー ム⑪

開催 日 内 容

4／16、5／13，6／9

7／7．8／20

せたがや災害VCに っいての協会ホームページを検証 し改善を

図る

＊メンバー ：佐藤百合 子、村 上 ノブ子

オ． ワー キングチーム⑫

開催 日 内 容

9／1、9／26、10／28、

11／11

マ ッチ ングセ ンター実務 の研 究

＊メンバー1浅 見 裕 、伊藤 高、上 田幹郎 、大河 内保雪、金安博明、菊池顕太郎、興椙

寛、後藤順一 、佐藤 百合子、地頭所知子、島村雅 之、清水 裕 、染野和夫、竹内

和子 、中澤幸雄 、長谷川 憲、深 山ゆみ、星野弥生、三井美和子、宮崎猛志、村

上 ノブ子 、山本 瞳

力． ワー キングチーム⑬

開催 日 内 容

9／10、10／1、11／5、

12／3

町会等 との連携を意識 した地域拠点でのマ ッチング実務の確立

と、その広報活動の実施

＊メンバー ：金安博 明、 中澤幸雄、深 山ゆみ、村上 ノブ子

キ． ワー キングチー ム⑭

開催 日 内 容

11／11、11／25、12／15、

1／27、2／23，3／1、

3／16

せたがや災害ボランティアセンターを紹介する小冊子の編集

＊メンバー ：伊藤 高、 中澤幸雄、深 山ゆみ、村 上 ノブ子

ク． ワー キングチー ム⑮

開催 日 内 容

12／8，1／6，2／2 マ ッチングセ ンター ・各マ ッチ ング拠点の活動マニ ュアル作成

＊メンバー ：伊藤 高 、金安博 明、竹 内和子、 中澤幸雄 、深 山 ゆみ、村 上 ノブ子
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③ 防災や災害ボランティアに関する啓発活動

東 日本大震災で被災地支援を行ったボランティアによる防災講話や、まち歩きによる学校周辺

の点検活動、マンホール トイレの設置訓練等を実施、せたがや災害ボランティアセンターの紹介

や活動参加の呼びかけを行った。

実施 日 対 象

4／24 都立 日本橋高校 講師 ：竹内和子

12／18 日本女子体育大学附属二階堂高校

④ 東日本大震災被災地支援活動

ア．被災地交流支援活動

福島県川内村との交流支援活動を行った。

実施 日と参加人数 主な内容

①5／16～17（7名 ）、 ②6／20～21（5名 ）、 コスモス畑づ くりと種の収穫 、村 内施設の

③7／18～19（6名 ）、④8／8～9（5名 ） 清掃 、祭礼へ の参加 、廃 ビニールハ ウス解

⑤10／10～11（6・ 名 ）、 ⑥11／28～29（2名 ） 体 、寺社清掃、正月用イル ミネー シ ョンの

⑦12／26～27（4名 ）、 ⑧3／26～27（5名 ） 飾 りつ け、 ワイ ン用 ブ ドウ畑 づ く りな ど

計 ・8回 （1泊2日 の行程）で延べ40名

イ ．女川町学生 ワー クキャンプ

昭和女子大学 コミュニテ ィサー ビス ラーニ ングセ ンター と協力 して、宮城県女川 町で 「学生

ボ ランティアワー クキャンプ」を実施 した。お ながわ の鳴 り砂 を守 る会や女川つ ながる図書館、

女川桜守 りの会 、女川 町教育委員会生涯学習課の協力を得 て海岸清掃や運動公園住宅での交流 ・

清掃活動 、保育所や子 ども支援セ ンターの支援 、桜公園 の除草作業等の支援を行 った。

（9／13～17参 加31名 引率2名 ）

⑤ 災害ボラ ンテ ィアマ ッチ ング コーデ ィネ ーター研修の開催

昭和女子大学 と日本体育大学の学生を対象 に、講義 とワー クシ ョップ形 式で開催 した。

実施 日と参加人数 主な内容

開会 ・研修 オ リエ ンテー シ ョン、「せ たがや 災害 ボランテ ィアセ ン

ター」の 目的 と活動 、災害ボ ランテ ィア活動 の基礎知識 、世 田谷

6／6 34名 区の災害対策についての基礎 知識 、マ ッチ ングセ ンターの開設 と

マ ッチ ングコーデ ィネー ター の活動、ボランテ ィアの受 け入 れ （ワ

一 クシ ョップ）、修了証授 与式

開会 ・研 修オ リエ ンテーシ ョン、「せたがや災害ボ ランティアセ ン

ター」の 目的 と活動 、災害ボ ランテ ィア活動 とマ ッチ ングシステ

 

2／13 11名
ム、 コーデ ィネー ト活動 のワー クシ ョップ、世 田谷 区の災害対策

についての基礎知識、修了証授
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⑥ 都立芦花高校 ・夏休み奉仕体験活動受入れ

1年 生の希望者を対象に、災害用マンホール トイレの組立てと貯水体験を行った。

実施 日

8／5

内 容

千歳中学校 に設置 してあるマ ンホール トイ レを組 立てた。 その後、参加者 が

交代 で井戸水 の汲み上 げ体験 を行 った。

参加者 ：7名 協力者 ：4名 協会職員 ：1名

⑦ 栃木県水害支援活動

世 田谷区と災害時相互応援協定を結んでいる栃木県小山市が、「関東 ・東北豪雨水害」により被

災 したためボランテ ィアを派遣 した。小山市のニーズが収束 した後は、隣接する栃木市へ派遣 し

た。

実施 日と参加人数 主な活動内容

小山市

①9／19（8名 ）、②9／20（12名 ）、 ③9／21

（7名 ）、 参 加 者 数 延 べ27名

個人宅で家財道具の搬出、

室内清掃、道路脇の漂流物

の撤去など

栃木市

①9／22（7名 ）、②9／23（4名 ）、③9／27

（6名 ） 参 加 者 数 延 べ17名

（5）地域連携促進事業

① 自主活動への支援

区民 ・団体の自主活動を支援するため、会議室や機材の提供等を行った。

ア．場の提供

年度 開所 日数 利用人数 利用団体

2015 294日

月 平 均25日

延 べ16，231名

月 平 均1，353名

延 べ1，286団 体

月 平 均107団 体

2014 294日

月 平 均25日

延 べ18，577名

月 平 均1，539名

延 べ1，364団 体

月 平 均114団 体

2013 292日

月 平 均24日

延 べ18，577名

月 平 均1，548名

延 べ1，500団 体

月 平 均125団 体

イ．機 材 の提供

器 材 名 件 数 器 材 名 件 数

インターネット 72 プ ロ ジ ェ ク ター 54

厨房 36 ワイ ヤ レスマイ ク 9

CDコ ンポ 45 ス ク リー ン 42

合計 258

② 「第38回 せ たがや ふるさと区民まつ り」 への参加

8月1日 と2日 に馬事公苑で行 われ た 「第38回 せ たがや ふ るさと区民まっ り」 に参加 した。延べ

33名 のボ ランテ ィアの協力 を得て、 リサイ クル の衣類や バ ッグの販売 、防災 グ ッズの販売 、子 ども

向 けにス ライ ムづ くりを行い、 自主財源づ く りに努 めた。 また、チラシ等 を配布 し、ボ ランテ ィア

セ ンターのPRを 行 った。
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③ 「エテ ・マル シェ」 への協 力

8月30日 にケアセ ンターふ らっ とで行 われた夏祭 り 「エテ ・マル シェ」に参加 した。9名 のボ ラ

ンテ ィア と大学生イ ンター ンの協力 を得て、焼 きそ ば屋台 と子 ども服 と夏物衣料 のバザーを行 い、

お祭 りの集客 と自主財源 づ く りに努 めた。

④ 「第40回 雑居まつ り」への参加

10月12日 に羽根木公 園で行 われた 「第40回 雑居 まっ り」に参加 し、 リサイ クルバザー を実施 し

た。 また、スタ ンプラ リー に参加す る子 どもた ちのための輪投 げ コーナー を設置 して、ボ ランテ ィ

アの協力 で運営 した。

⑤ 「ごきん じょ市」への参加

1月10日 に三茶ふれ あい広場で行 われた 「ごきん じょ市」に参加 し、 リサイクルバザー を実施

し、協会 のPRを 行 った。

⑥ 「せたがや梅 まつり」 への参加

2月11日 ～3月6日 に羽根木公 園で行 われ た 「せ たがや梅 まつ り」に参加 し、リサイクルバザー

を実施 した。 また、協会 と梅丘ボ ランテ ィア ビュー ローのPRを 行 った。

⑦ 「おたがいさまフ エスタ」 の実施

パー ム下馬 の入居 団体 のPRと 、セ ンターを利用 してい る市民活動団体 と地域住 民の交流を図る

ため、ケアセ ンターふ らっ とお よび下馬福祉 工房 と共 に3月13日 に 「おたがい さまフェスタ」を開

催 した。24団 体 （うち新規6団 体）の参加 があ り、来場者数 は約500名 、ボ ランテ ィア参加者 数は前

日準備 を含 め45名 だった。昨年度 に引き続 き、下馬2丁 目北町会 、世 田谷消 防団14分 団、世 田谷

消防署三宿 出張所、世 田谷 総合支所 地域振興 防災担 当の協力 を得 て、防災体験 コーナー を実施 し、

約240名 の参加 があった。 また、パー ム下馬の入居団体の資料や活動 内容 を展示 し、パーム下馬の

周知 に努 めた。

（6） パ ー トナ ーシ ップ事業

区内地域 団体 との交流や意見交換 を通 じてネ ッ トワー クを構築 し、協働 して事業 を企画実施す る。

① 世田谷市民活動支援会議 への参加

世 田谷 区内の中間支援機 関 と行政 が集 ま り、情報交換 と活動 内容 を話 し合 う月1回 の定例会議 （5

／15、7／17、8／11、11／20、1／15） に参加 した。2月19日 には、せたがや 市民活動知っ得講座 を開

講i。また、過去3年 分 のNPO調 査ま とめ冊子 を作成 した。

＊参加 団体 ・組織 ：世 田谷区社会福祉協議会 、世 田谷 文化生活情報セ ンター ・生活工房 、世 田谷N

PO法 人協議会 （事務 局）、世 田谷 トラス トまちづ くり、国際ボ ランテ ィア学生協会 、NPO昭

和、市民活動推進課 、生涯現役推進課 、世 田谷 ボランテ ィア協会

② ボラ ンテ ィア体験研修への協力

東京ボ ランテ ィア ・市民活動セ ンターが三菱東 京UFJ銀 行 か ら受託 し実施す る、新任行員ボ ラ

ンテ ィア体験研修へ協力 した。参加 した32名 の行員 に対 し地域 の福祉施設 ・NPO団 体 の体験受 け

入れ先 の紹介 、体験 中の参加者 の様 子の確認 、活動総括 でのア ドバイ スを行 った。

実施 日 体験活動先 参加者数

5／26

5／28

きたざわ苑／ケアセンターwith／ すまいる梅丘／ケアセ ンターふ

らっと／下馬福祉工房／給田福祉園／藍工房／パイ焼 き窯

計8施 設で受け入れ 32名

5／29
振 り返 り研修 （活動総括）、体験先の活動内容 と気づきを体験先

ごとでまとめ発表
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③ 世 田谷 区教育委員会学校支援員研修 への協力

4．月2日 に世 田谷 区役所 とその周辺で、学校支i援員30名 への車いす ・アイマス ク体験研修 を実施

した。

④ ボランタ リズム推進 団体会議東京大会への参画

4月18日 、19日 に東京ボ ランテ ィア ・市民活動セ ンターで 「ボ ランテ ィア ・市民活動 センター が

考 えるボ ランタ リズム とは」 をテーマ に開催 した会議へ 、実行委員会世話団体 として参画 した。

⑤ 世 田谷区職員採用1年 目 「福祉体験」研修

9月10日 か ら12月17日 まで、全8回 で世 田谷 区職員採 用1年 目 「福祉体験」研修 を実施 した。

世 田谷 ボランテ ィアセ ンター とその周 辺地域 におい て、車 いす 、アイマ スク、聞 こえない体験 か ら

介助 にっいて学んだ。さらに当事者講 師を交 えた グル ープデ ィスカ ッシ ョンを通 して、地域 には様 々

な立場や環境で生活 してい る人た ちがい ることに気づ いて もらい、誰 もが暮 らしやすい世 田谷 を ど

のよ うにつ くってい くか考 える機会 を提供 した。

研 修生225名 当事者講 師延 べ48名

⑥ 施設、団体、NPO、 機関等への職員派遣協力

派 遣 先 内 容 人数 回数

世田谷市民活動支援会議 参加団体 1名 6

せたがやふるさと区民まつ り福祉部会 参加団体 1名 1

社会福祉法人擢評議員会 評議員 1名 3

東京 ボ ランティア ・市 民活動セ ンター センター長会議での事例提供 1名 2

国立教育政策研究所社会教育実践研究セ
ンター 社会教育主事講習

事例発表 1名 1

市民社会 をつ くるボランタ リー フォー ラ

ムTokyo2016
出演者 1名 2

⑦ 視察 ・見学の受け入れ

実施 日 名 称 人数

6／19 愛知県豊田市朝 日丘中学校 修学旅行班別研修 ボランティア訪問 34名

7／14 世田谷区採用2年 目研修 調査研究 9名

8／7 社会教育主事講習 現地研修 12名

10／24 生涯大学特別コース 11名

2／9 え どがわボ ランテ ィアセ ンター視察 3名

⑧ インタ ーンの受 け入れ

8．月12日 ～9月1日 までの10日 間、産業能率大学 よ りイ ンター ンの大学生を1名 受 け入れた。

主 にナ ツボラ事業 にかかわ って も らいボ ランテ ィアセ ンターの事 業や活動 について広 く知 っても ら

う機会 を提供 した。
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（7） コミュニテ ィ ・ビジネ ス事業

活動 を継続す るためには、運営 を支 える資金確保 も重要 な取組 み となるが、地域の協力 を得 て、

リサイ クルや リユースの取 り組み を推進す る事業 を行 う。

① リサイクル市の開催

リユー ス活動 の推進 と、バザーで買い物す るこ とでボ ランテ ィア活動につなが る機会 を提供す る

こ とを 目的に、バザー グルー プ 「てん とう虫」の協力 を得て、世 田谷 ボ ランテ ィアセ ンター で 「リ

サイ クル市」 を開催 した。 町会や まちづ くりセ ンターか ら継 続的な協力をいただき、回覧板や広報

板 による広報 を行 って、来場者増加 にっなげた。地域の子育て世代 の来場 も定着 してい る。

実施 日 来場者数 売上げ

5／28 341名 500，546円

9／17 273名 413，275円

11／26 257名 475，660円

2／25 284名 575，907円

② 烏 山も ったいな いバザ ールの開催

「『社会福祉法人世 田谷 ボランテ ィア協会』 をささえる会」 との共催 で、地域 の福祉 団体 ・施設 の

参加 を募 り、 「もった いない」 をテーマにバザーを実施 した。 （収入合 計 ：77，150円 ）

実施 日 内 容 団体数

4／23 説明会 スケ ジュール確認 、諸 注意連絡、 出店配置等 19団 体

5／24
烏 山 もった い な

いバザール

バザー、 自主生産 品販売 、模 擬店、 ステー ジ 19団 体

6／11 報告会 各参加団体か らの結果報告等 11団 体

参加 団体 ：コミュニテ ィ ・ネ ッ トワー ク ・ウェー ブ、東北沢つ どい の家、に じの こ、パパ ラギ、

うるお いの里、東京ガス㈱西部 地域安全衛生協力会、か けだ しの会、

烏山病院患者家族会 「あかね会 」、代 田お もちゃ ライブ ラ リー、ママの手ハ ウス、

岡本福祉作業 ホー ム、せたがや 災害ボランティアの会、 ウッ ドペ ッカーの森 、

年金者組合烏 山分会、こども劇場せ たがや 、フ リー ・ザ ・チル ドレン ・ジャパ ン、烏 山プ

レーパー ク、地域生活定着支援事 業 ヒゲの会 、 コー ジー ズ

③ 各種 オ リジナル 商品の販 売

協会 の様 々な活動 を知 って も らうきっかけづ く りとして買 うこ とで寄付がで きる 「おたがい さ

ま煎餅 」の販売や 、提供 された古毛糸を使 った毛糸製品等の販 売 を行 った （おたがい さま煎餅、

ウエ ス、毛糸等販売 ：計179，661円 ）。

（8） 職 員 体 制

・常 勤 ：ボ ラ ンテ ィア コー デ ィネ ー ター4名 ・臨時 職 員 ：1名 （週3日 ）
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2． ボ ラ ンテ ィア ビ ュ ー ロ ー事 業

よ り地域 に密着 したボランテ ィア拠点 として、地域 の人た ちが 出会い、ふれ あい、学 びあ う、暮 らし

に根 ざした活動 を行 った。

（1） 梅丘ボ ランテ ィアビューロー事業

① ボラ ンテ ィアコーデ ィネ ー ト事業

ボ ランテ ィア活動希望者 とボ ランテ ィアを必要 としている個人 ・グルー プ ・団体等 の相談 に応 じ

る とともに、 ボランテ ィア活動 を始 めたい 区民への きっかけづ くりを行った。

ア．ボ ランテ ィア相談

年度
ボランティア

したい

ボランティア

求む

ボランティア求む以外の相談
合 計

情報求む 物品提供 学習 ・協

力

その他
小計

2015 37 31 20 4 0 0 24 92

2014 52 18 5 0 0 8 13 83

2013 81 32 3 0 3 11 17 130

イ．梅 丘て しごとカフェ ワークシ ョップ

特技や興味 を活か して知的 ・精神障害の ある人た ちにボランテ ィア活動参加 の機 会 を提供 した。

参加者 のアイデア ・デザイ ンでオ リジナル グ ッズや チ ャイル ドライ ング ッズ を作成 した。（参加者

数延 べ104名 ）

ウ．障害児支援 ボ ランテ ィア養成講座 フォロー ア ップ

障害児 や支援の必要な児童 と関わ るボ ランテ ィア を養成す る講座 の フォ ロー として、ニ ュース

レター 「梅 ボ ラ通信」 を発行 （5月 、8 ．月、11月 、2月 ） し活動 支援 を行 った。

② ボラ ンテ ィア学習

ア．ナ ツボ ラジュニア2015

地域 の小学生 と保護者 を対象 に、地域 の身近 なボラ ンテ ィア活動や ささえ合い の仕組み を体験

し知 って も らうことを 目的 として、ボランテ ィア ビュ・一ローを拠点 に活動 してい るボランテ ィア

グル ープの協力 を得 て実施 した。

実施 日 7月18日 ～8月31日

協力団体 ひび き、てん と うむ し、二八会 、LAVANDULA、 リフォー ムメイ キ ング和裁

世 田谷 日本 語 ク ラス

参加者数 27名 、延 べ38名

③ ボランテ ィア情報 ネ ッ トワーク事業

ア．「梅丘 ビュー ローだ よ り」の発行

地域 の人 たちに、ボランテ ィア ビュー ロー事業の紹介や ボランテ ィア活動 の情報 を提供す るた

めに、 「梅丘 ビュー ローだ よ り」 を発行 した。 （毎月1回800部 発行）

④ 地域連携促進事業

ア． 自主活動へ の援助

区民 ・団体 の 自主活動 を支援す るため、会議室や機 材 の提供等 を行 った。
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開所 日数 285日

利用人数 延 べ2948名

利用団体 延 べ1470団 体

イ．梅 ・夢 フェスタフ リー マーケ ッ ト

梅 丘商店街 主催 の 「梅 ・夢 フェスタ フ リーマーケ ッ ト」にボ ランテ ィア と一緒 に参加 し。「て しご

とカ フェ」「モ ノづ く りボランンテ ィア」の提供作 品、中古衣料や雑貨 の販売 に よる リサイ クル推進

と梅 ヶ丘ボ ランテ ィア ビュー ローのPRを 行 った。

実 施 日 ボ ランティア 売 上

2016／3／13 8名 32，100円

⑤ コミュニテ ィ ・ビジネス事業

ア．梅丘 ビュー ローバザー の開催

地域の リサイ クル と環境 を考 え、ボ ランテ ィアが活動す る機会 としてバザー を実施 し、あわせ

て ビュー ローのPRを 行 った。

実施 日 来場者数 ボランテ ィア数 売 上

11／13～14 延べ208名
事前整理 ：延べ45名 、当 日 ：55名

合計延べ100名
370，300円

イ ． ビュー ロー ミニバザー

ものづ くりボ ランテ ィアの作品や リサイ クル品の販売 を実施 して、活動機会 の提供 とリサイ ク

ル推進 を 目指 した。 地域へ の広報や通 りすが りで も気軽 に立 ち寄れ る工夫 を検討す る。4月 ～12

月 まで は42，890円 の売 り上げがあった。

ウ．お得市 の開催

資源 の再利 用のためバザー在庫 品等 の販売 を行 い、合 わせてボ ランテ ィア ビュー路のPRを 行

った。

実施 日 来場者数 ボ ランテ ィア数 売 上

1／26 延べ69名
当日5名

準備2名
33，700円

⑥ 職 員体制 ・臨時職員 ：4名 （週3～4日 ）

（2） 代 田ボ ランテ ィア ビューロー事業

① ボランテ ィアコーデ ィネー ト事業

ボランテ ィア活動希望者 とボ ランテ ィアを必要 としている個人 ・グループ ・団体等 の相談 に応 じ

る とともに、ボランテ ィア活動 を始 めたい区民へ のきっかけづ くりを行 った。

ア．ボラ ンテ ィア相談

年度
ボランティア

したい

ボランテ ィア

求む

ボランテ ィア求む以外の相談
小計 合 計

情報求む 物品提供 学習 ・協

力

そ の

他

2015 75 29 13 9 1 25 48 152

2014 30 24 29 8 1 28 66 120

2013 38 34 35 10 2 17 64 136
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イ． シニ ア相談室

高齢者 が抱 える健康、病気 、在宅サー ビス等の問題 にっいて一緒 に考 えてい く 「シニア相談室」

を開室 した （毎週火 曜 日）。

開室 日数 相談件数

40日 321件

ウ．世 田谷 でくひ と〉とくまち 〉に出会 うツアー ～代 田 ・梅 丘編～

ボ ランテ ィア活動 を始 めるきっか けや、新たな活動 の提案、近 隣福祉施設 との連携 を深 めてい

く機 会 として、まち歩 きを しなが らくひ と〉 とくま ち〉を訪ね る機 会 をっ くった （4／27参 加 者

数6名 ）。

エ ．代 田テ ーブル ゲー ムの会

昔か らある双六等のテーブルゲー ム通 じて、異 なる世代 との交流を行 い、地域で ボランテ ィア

活動 を始 めたい若者 のきっか けづ くりとした （月1回 参加者数延べ104名 ）。

オ．発達 障害者支援 ボランテ ィア養成講座 フォ ロー ア ップ

発達障害者が就労 の後 も地域 で安 定 した生活 を継続 で きるよ う、障害 の特性 を理解 して支援す

る方法 を考 え、主体 的にプ ログラム を企画実施 してい くために、2014年 度 の同講座参加者 と共 に

話 し合いの機会 を持 った （5／13、6／10、7／8、9／9、10／14、11／11、12／9、1／13、1／27、2／3、

2／10、3／9、参加者数49名 ）。

カ．発達 障害者支援 ボランテ ィア養成講座

発達障害 による生 きづ らさを理解 し、共 に地域で生 きて い くためのサ ポー トを考 えるための

講座 を4回 開講iした （1／272／32／103／9参 加者 数55名 見学者5名 ）。

キ．代 田ボランテ ィアライ ブ ラ リー 「気軽 にボラ ンテ ィアの会」

ボ ランテ ィア活動者 が 自 らの活動 を発表 し、 また他 の活動 を知 る ことで活動へ の意欲 を高 め、

地域 の人た ちに活動へ の理解や 関心 を高 める機会 を提供 した （7／4、10／3、 参加者数17名 ）。

ク．オー プ ンスペー ス くつ ろぎ 「ク リスマスパー テ ィ」

年齢や国籍、障害の有無 にか かわ らず、地域のボ ランテ ィアが ビュー ロー一一で楽 しく交流 でき る

機会 を提供 した。準備や 当 日の運営 もボランテ ィアの協力 で実施 した （12／19、参加者数18名 ）。

ケ．高齢犬 との共生 につ いて考 える講座

鈴木 昭子 （愛玩動物飼養管理 士） 氏を講師 に、高齢犬 と向き合 う心得 、介護 にっいて、認知症

ついてな どの話 を聴 き。渡辺洋子 （元梅丘VBス タ ッフ）氏 よ り、高齢犬 の看護見取 りの経験談

を愛 犬の写真 ・動画 で話 を聴 いた。参加者か らは具体的 な話が聴 けて 良かった と好評 であった （参

力日者14名 ）。

② ボランテ ィア学習

ア．ナツボ ラジュニア2015

夏休 み中の小学生 と保護者 を対象 に、地域 の身近 なボランテ ィア活動 を知 っても ら うことを 目

的 と して、ボ ランティア ビューn一 を拠 点に活動 してい るボ ランテ ィア グル ープや 地域 の福祉施

設 等の協力 を得 て、ボランテ ィア体験 プ ログラムを実施 した。

実施 日 7／18～8／31

協力団体
ビー ズカ フェカ ノ ン、TOY工 房 どん ぐ り、か んた ん昼 ご飯 の会 、

代 田テー ブル ゲー ムの会 、きた ざわ苑 、JCA代 田クラス 、絵 手紙 ボラ
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ンテ ィア グルー プ楽 が き、 ウク レレボ ラ ンテ ィア グルー プ レレー ズ

参加者数 22名 、延 べ43名

③ ボランテ ィア情報 ネ ッ トワーク事業

ア． 「ボラ ンティアだ よ り」 の発行

地域 の人 たちに、ボ ランテ ィア ビュー ロー一事業 の紹 介や ボ ランティア活動 の情報 を提供す るた

めに、 「ボ ランテ ィアだ よ り」を発行 した （毎月1回1，150部 ）。

④ 地域連携促進事業

ア． 自主活動へ の援助

区民 ・団体 の 自主活動 を支援す るた め、会議 室や機材 の提供等 を行 った。

開所 日数 290日

利用人数 延べ6831名

利用団体 延べ606団 体

イ．大掃 除 ＆交流会

ビュー ロー を利用す る団体 ・ボ ランテ ィアのつ なが りを深 め、おたがいの活動 について理解す

る機 会 を提供 した （12／22、 参加者数14名 ）。

⑤ コミュニテ ィ ・ビジネス事業

ア．代 田ボ ランテ ィア ビュー ローバザーの開催

リユー スをすす め、ボラ ンテ ィア希望者 の受 け皿や 地域 のボ ランテ ィア活動 の機 会 を広げ るた

めのバザー を実施 した。

実施 日 来場者数 ボランテ ィア数 売 り上げ

5／29～30 延 べ425名
事前整理 ：延べ98名 、当 日 ：59名

合計延べ157名
365，300円

10／30～31 延 べ464名
事 前 整 理 ：延 べ114名 、 当 日 ：59名

合 計 延 べ173名
443，150円

イ． ミニバザー 「フルール」 の開催

ふれ あいバ ザール 「フルール」 を開催 し、地域の人た ち とコ ミュニケー シ ョンを図 る とともに

リユー スをすす め、ボ ランテ ィア活動 への理解 と活動参加 の機 会 を提供 した。会話 の中か らボラ

ンテ ィア相談 につ ながるこ ともあ り、貴重 な機会 となっている。4月 ～12月 までに531，014円 の

売 り上 げがあった。

⑥ 職 員体制 ・臨時職員 ：4名 （週3～4日 ）

（3） 玉川ボ ランテ ィアビ ューロー事業

① ボランテ ィアコーデ ィネ ー ト

ボ ランテ ィア活動希望者 とボランティアを必要 としてい る個人 ・グル ープ ・団体等の相 談に応 じ

る とともに、 ボランテ ィア活動 を始 めたい区民へのきっかけづ く りを行 った。
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ア．ボ ランテ ィア相談

年度
ボランテ ィア

したい

ボランテ ィア

求む

ボ ランティア求む以外の相談
合 計

情報求む 物品提供 学習 ・協

力

そ の

他

小計

2015 261 59 7 2 2 28 39 359

2014 190 50 11 6 0 28 45 285

2013 249 49 8 10 0 43 61 359

イ ．ボラカフェ

ボ ランテ ィア活動 に興 味は あるが、 なか なか一歩 が踏み 出せ ない人 を対象 に、地域 と関わ る機

会 と居場所 を提供 した。「二子玉川花みず木 フェステ ィバル 」や その他の地域 のイベ ン トに も参加

してい る （4／3、29、5／1、16、6／5、7／3、8／7、9／410／211／612／41／8

2／53／4参 加者数延 べ80名 ）。

ウ．傾聴 ボランテ ィア学習会

過去の傾聴ボ ランティア講座 の受講者 を主な対象 に して 、傾聴 ボ ランテ ィア活動 の喜びや悩み、

活動 を分か ちあい、活動に必要 な学び を深 める機会 を提供 した （5／27、7／29、9／2、11／25、

1／27、3／23、 参加者数延べ75名 ）。

エ．傾 聴ボ ランテ ィア講座

地域 の傾聴 ニー ズに応 えるため、傾聴 ボ ランテ ィアの養成講座 を開催 した。

実施 日 内 容 参加者数

6／10 であ う

18名

 

6／17 ふれあう ・言葉／態度

6／24 違いを知る

7／1 気持ちを知る

7／8 価値観の違い

7／15 活動に向けて

オ．傾 聴ボ ランテ ィア交流会

世 田谷 ボランテ ィアセ ンター 、代 田ビュー ロー、玉川 ビュー ロー合 同で傾聴 ボ ランテ ィアの活

動報告 と交流会 を開催 した。傾聴 とい う同 じ活動を してい る仲 間の声を聴 きたい とい う声 があ り、

多 くの参加が あった （6／30、 参加者数31名 ）。

カ．せ たがや障害児 サポー ター48（SSS48）

障害児 とそ の家族へ のサ ポー トについて世 田谷 区の担 当課、 障害児 サポー トに関わ る人たち と

協力 して学習会 を実施 した。 また活動情報 を提供 して特別支援 学校 での支援 につながっている。

実施 日 内 容 協力者数 参加者数

6／19 障害児 と関わるボランティア交流会 4名 6名

9／16 障害児の支援にっいて～知的障害を中心に 1名 3名

9／18 障害児の支援にっいて～発達障害を中心に 1名 4名

キ．障害児 （者 ）相談室

元全国特別支援学校校長会会長 を務 めたボ ランテ ィアの協力 を得 て、障害児の保護 者が抱 える

悩み を相談す る場 を提供 した （5／28、8／6、10／8、11／19、1／29、3／31、 相談者7名 ）。
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ク．介護 してい る人のための 「しゃべ り場 ホ ッとカフェ」

傾聴 ボランテ ィア と協働 して、介護 を している人へ の癒 し ・共感 ・支 え合 いの場 を提供す るこ

とを 目的に開催 した。 （4／15、5／20、6／17、9／16、10／15、11／18、12／16、1／20、2／17、3／16、

参加者数延べ52名 ）

ケ．心 のケア にい きい きボ ランテ ィア

精神 障害や発達障害等で生きに くさを抱 えている大人が、地域 で活躍 できる場 をつ くるために、

講座参加者 が玉川 ビュー－n－一の会議 室でカフェ （「ココカ フェ」） を開いた り、 フォ ロー学習会 、

発達 障害者支援ボ ランテ ィアの交流会 を開催 した。

コ．発達 障がい者支援 ボランテ ィア養成講座

発達 障害につ いて理解 し、障害のある人 に寄 りそって活動す るボランテ ィア を養 成す るために

学習 と体験 の機会 を提供 した。

実施 日 内 容 参加者数

10／23

「で あ う」 自己紹介 と区の取組 み につ い

て
18名

10／30 「発達 障がい とは」講話 ：平 雅夫氏

11／6 「ボ ラ ンテ ィ ア っ て ？」 ワー ク シ ョップ

11／7～26 「ふれあい」体験活動

11／27 「これか ら」ふ り返 りと今後の活動

② ボランテ ィア学習

ア．ナツボ ラジ ュニア2015

地元の小学生 と保護者 を対象 に、地域 の ささえ合い を育む ことを 目的 として、ボ ランテ ィア ビ

ューn一 を拠点に活動 しているボ ランテ ィアグループや地域の福祉施設 等の協 力 を得て、夏休 み

の期間でボ ランテ ィア体験 プ ログラムを実施 した。

実施 日 7／18～8／31

協力団体 あおそ ら、JCA玉 川土曜 クラス、RSの 会、エ リ ・サー クル 、おはな し

たま ごの会、ぶ らっ と三茶 、傾聴 ボランテ ィア、遊ぼ う会 ＆グル ンバ、

特別養 護老人ホーム さっき荘 、特別養護 老人 ホー ム等 々力の家

参加者数 48名 、延 べ61名

③ ボ ランテ ィア情報ネ ッ トワ ーク事業

ア． 「ビュー ロー だよ り」 の発行

地域 の人 たちに、ボランテ ィア ビュー ロー事業 の紹介 やボ ランテ ィア活動の情報 を提供す るた

めに、 「ビュ・－n一 だ よ り」 を発行 した （毎月1回1050部 発行）。

④ 地域連携促進事業

ア． 自主活動へ の援助

区民 ・団体の 自主活動 を支援す るため、会議室や機 材 の提供等 を行った。

開所 日数 290日

利用人数 延 べ10298名

利用団体 延 べ684件
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イ．二子 玉川花 みず木 フェステ ィバル への参加

4月29日 「二子玉川花 みず木 フェステ ィバル」が二子玉川 公 園で開催 され 、実行委員会 か ら参

画 して地域 の人 たち との交流 を図った。 当 日は玉川 ビュー ロー利用 団体や地域の福祉施設 と協会

が出店 して、玉川 ビュー－n一 やせ たがや 災害ボ ランテ ィアセ ンター 、チ ャイル ドライ ンの事業紹

介等 を行 った。

ウ．応 急救護 講習会

玉川 ビュー ローの利用者 ・団体 に向けて、一人ひ と りが緊急災害 に対応 できるよ うに、玉

川消 防団 の協力 を得て訓練 の機会 を提供 した （4／30、 参加者 数7名 ）。

エ．利 用者 交流 会

玉川 ビュー ロー を利用す るグルー プ ・ボランテ ィアの交流 会 を行い、おたがいの活動 について

知 る機 会 を提供 した。 また、 ビューn一 とボランテ ィア協会 の活動 について も理解 して も らう機

会 となった。 （11／20参 加者数45名 ）

⑤ 職員体制

・臨時職 員 ：4名 （週3～4日 ）

3． せたがやチ ャイル ドライン事業

18歳 までの子どもがかける専用電話 「せたがやチャイル ドライン」は、2000年 の常設化から15周年を迎

えた。5月 には運営委員会 と支え手合同の組織活1生化合同会議を合宿形式で行い、運営上の課題 を共有

し、課題解決に向けて具体的な試みを行 うなど、体制の強化 と運営の安定化にむけて一丸となって取 り組

んできた。

（1） 子どものメ ッセー ジを聴 く活動

① せたがや チャイル ドラインの実施

火 曜 日～土曜 日16時 ～21時 に、専用 回線 の有料 ダイ ヤル （03－3412－4747）とフ リー ダイヤル （0120－

99－7777） の2回 線で、ボ ランテ ィア （受け手）が子 どもか らの電話 を受 けた。

2015年 度に 「せ たがや チャイル ドライ ン」 で受 けた電話の総数 は2，045件 で、その うち会話 の成立 し

た電話 は684件 、月平均約57件 だった。 また、一言だ けや試 しにか けてきた電話 も221件 あ り、そ うした

件数 を加 える と発語の あった電話は905件 だ った。主 な電話の 内容 は、人 間関係 が多 く、性 への興 味 ・

関心 、身体 のこ と、い じめ、心の こと、恋 愛 と続 いた。

2015年 度 に全国72の チャイル ドライ ンで受 けた電話 の総数 （着信 回数） は193，151件 だった。

〈年間の着信件数 〉

年度 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10

．月

11

月

12

．月

1月 2月 3月 合計

2015

年

208 195 235 221 140 141 191 55 214 150 125 170 2，045

2014

年

348 238 323 335 212 286 292 297 317 199 259 306 3，412

2013

年

372 255 249 303 235 367 272 178 168 220 201 256 3，076
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② 「専用フ リーダ イヤルキ ャンペ ーン」の実施

子 どもたちが 「い じめ」 な どの悩み を抱 えやす い夏休み 明けの1週 間、通常の全 国共通 フ リーダイ

ヤルではな く、期 間限定 のフ リー ダイヤル電話 を臨時開設 した。塾帰 りの子 どもの生活時間 にあわせ

て、22時 まで とした。

各学校 を通 じて子 どもたちにキャンペー ンチ ラシを配布 して電話番号 を周知 し、世 田谷 区内の学校

に通 う子 どもか らの声 を受 け とめた。キ ャンペー ンの広報活動 を通 して、「せ たがやチ ャイル ドライン」

の 日頃の活動 をお知 らせす る とともに、運営経 費への寄付 を広 く呼びかけた。 キャンペー ン後 には報

告書 を作成 した。

＊キ ャンペ ー ン期 間 ：2015年9月1日 （火） ～9月6日 （日）17時 ～22時

＊実際に受 け られ た電話件数 ：41件

（話 し中な どで受 け られ なかった件数60件 、かか って きた合計件数101件 ）

＊総通話時間 ：375分 （1通話平均9．1分 ）

＊電話体制 ：特設 フ リーダイヤル2回 線

＊対 象 ：世 田谷 区内の18歳 までの子 ども

＊広 報 ：学校 を通 して子 どもにチラシを77，000枚 配布。

区立小 中学校93校 、 ほっ とス クール 、私立 ・国立小 中学校 ・高校 と都立高校

＊実施 体制 ：受け手 （電話 を受け るボ ランテ ィア） 、支 え手 （受 け手 を支 えるボ ランテ ィア） 延

べ40名 、広報ボ ランテ ィア延べ9名 、運営委員

＊寄付金額 ：267，000円 （81件）
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③受け手 ・支え手 「全員集合交流会」の実施

受け手 ・支え手、運営委員の交流を深め、情報交換を行 うため、「全員集合交流会」を実施 した。

実 施 日 内 容 参加者数

4月18日
研 修会 （世 田谷パ ブ リックシアター地域連携プ ログラムに

よる演劇 ワー クシ ョップ） 、受 け手認定授与式、交流会
20名

7月4日 公開講座兼研修会、交流会 17名

12月19日 研修会、新規メンバー歓迎交流会 23名

④ せたがやチ ャイル ドライン広報紙 「ち ゃ～ ら」の発行、カー ドの配布

「せ たがや チャイル ドライ ン」 の存在 を子 どもた ちに伝 えるため、広報紙 「ちゃ～ ら」 を発行 し、

チャイル ドライ ン東京ネ ッ トワー クで作成 したカー ドと一緒に配布 した （2月 区立小 ・中学校93校 、私

立小 ・中学 ・高校 に も配布、50，000枚 ）。

（2） 参加 の輪 を広げる活動

①せたがやチ ャイル ドライン応援団活動

「ささえる会」 と協働 して、応援団募金 と 「専用 フ リー ダイヤルキ ャンペ ー ン」応援募金へ の呼び

か けを行 った。

②チ ャイル ドラ インサ ポータ ー活動の推進

電話 の受 け手 以外 に も、チ ャイル ドライ ンを応援す る活動 と してイベ ン ト出店 の売 り子や値付 け、 も

のづ く り、子 どもに配布す るカー ドのカ ウン ト等、 さま ざま なボ ランテ ィア活動 の機 会 をつ くった。

日時 内容 人数

通年 イベ ン ト応援 ボ ランテ ィア 延べ61名

通年 ものづ くりボ ランテ ィア （4グ ループ、個 人3名 ）

10月14日 ジブラルタ生命保険株式会社が行 うグローバルボランティア

デーの活動 ：カー ドのカ ウン ト ・手づ くり品 ラッピング

35名

1月16日 昭和女子大学附属昭和小学校5年 生総合学習 （有志）

ポロ市でのバザー参加

17名

③ニ ュース レター ・リーフ レッ トの発行

「せ たがやチ ャイル ドライ ン」 の活動 を紹介 ・報告す るための大人 向けの広報紙 を作成 し、イベ ン ト

時 に配布 した り、寄付者 へ送付 した。

④せたがやチ ャイル ドライン15周 年特別企画 シンポ ジウム 「思春期の子 どもの こころ、みえて います

か ？」 の開催

世 田谷 区の子 ども基金 を活用 して、子 育て中 （特に思春期） の親 が孤 立せず に安 心 して子育てで き

るよ う、子 どもとのかかわ り方や 向き合 い方 について学ぶ機会 を提供 した。せ たがや チャイル ドライ

ンが大切 に して きた 「子 どもの力 を信 じる」 とい う子 ども観 を伝 え、地域 で子 どもを見守 るチ ャイル

ドライ ンへの理解 や参加 の機会 を伝 えた。

日時 ：11月15日 ／場所 ：烏山区民セ ンター集 会室 参加者数 ：43名

シンポジス ト ：山下英三郎 （日本社会事業大学大学院特任教授 ）、須永祐 慈 （NPO「ス トップい じ

め ！ナ ビ」副代表理事）、保坂展人 （世 田谷 区長）、 田野浩美 （せたがやチ ャイル ドライ ン支 え

手）、山本 多賀 子 （せ たがや チ ャイル ドライ ン運営委員）
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（3） 人材養成 と研究活動

① 公開講座の開催

チャイル ドライ ンの活動を広 く知 って もら うと共 に、将来の受 け手候補や チャイル ドライ ン活動の

ボランテ ィアの開拓 をね らい と して、公 開講座 を開催 した。

5．月29日 ～7月31日 、全9回 。延 べ143名 参加 。継続 参加16名 。

② 受け手養成専修講座の開催

第20期 のチ ャイル ドライ ンの受 け手養成 のた めの専門的な講座 を実施 した。

9月12日 ～11月6日 、全10回 、9名 受講i。9名 がイ ンターン生 となった。

③ 受け手継続研修の開催

受 け手のスキル ア ップのため、月1回 継続研 修 を実施 した。

④ イ ンター ン研修の開催

受 け手研修修 了後 、受 け手イ ンター ン として登録 され た19期 生を対象 に、月1回 の研 修 を実施 した。

⑤ 支え手のための合宿研修の開催

受 け手 をサポー トす る支 え手 を対象 に、全 国のチ ャイル ドライ ンの支 え手 も含 めてスキルア ップのた

めの合宿研 修 を開催 した。1月9日 ～11日 （2泊3日 ）参加者10名 。

（4） ネ ッ トワ ーキ ング活動

① 全国のチ ャイル ドライ ンとの協働

認 定NPO法 人チ ャイル ドライ ン支援セ ンターや全 国各地 のチ ャイル ドライ ン との情報 交換 を図 り、

全 国運 営者会議やエ リア会議、エ リア研 修 に参加 した。2015年 度 はエ リア会議 の世話役 と して、南 関東

エ リアの と りま とめを行 った。 （南 関東 エ リア会議7月11日 、2月27日 ）

②チ ャイル ドライ ン東京 ネ ッ トワークへの参画

＊東京都 内でチ ャイル ドライ ンの活動 を行 う各 団体 との定期会議へ参加 した。

＊秋の東京 キャンペー ン 広報 強化期 間9月7日 ～10月4日 、電話 強化期 間9月7日 ～10月4日

9月 には 「秋 の東京キ ャンペ ー ン」 と して子 ども向けのカー ドの印刷 ・配布 を協働 で行 った。

東 京都 島 しょ部の子 どもたちへ2，000枚 のカー ドを送付 した。

③ 子 どもの メ ッセージを届 ける活動

ニ ュー ス レターやプ ログ等を活用 して 「せ たがやチ ャイル ドライ ン」か らの情報発信 を行 った。

（5） 組織の運 営活動

①運営委員会 の開催

毎月1回 運営委員会 を開催 し、 「せ たがや チャイル ドライ ン」 の運営等 について協議 した。

せ たがや チャイル ドライ ン運 営委員 ：星野弥生 （運営委員長）、天野秀昭、澤畑 勉 、

月 田みづ え、 山本 多賀子 、和 田芳子 、窪松恵美子

②各種会議 の開催

毎月1回 支 え手会議 を開催 し、受 け手へ のサポー トについて協議 した。
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③組織活性化合同会議および合宿の開催

運営委員 と支 え手 と合 同で、チ ャイル ドライ ンの抱 える課題 にっいて共通認識 を もち、課題 の解決 に

むけて具体的 な改善策 を検討 して きた。 （5月、6月 、7月 、10月 、1月 開催）

・5月30日 ～31日 （1泊2日 ）14名 参加

④職員体制

臨時職員1名 （週3回 ）、担 当常勤職員1名 （兼務）

（6） 企画 ・販売活動

① チ ャイル ドラインシ ョップの運 営

ボ ランテ ィアセ ンター の無人 シ ョップや世 田谷文学館 、パ ブ リックシア ター、世 田谷美術館 にお い

て、 ものづ くりボランテ ィアによる手作 り品を販売 した。

②各種 イベ ン トへのバザ ー出店

以下14の 地域イベ ン トに出店 し、 「せたがや チ ャイル ドライ ン」の活動 の周知 を図 る とともに、事業

資金 の確保 に努 めた。

4月 花みず きフェステ ィバル

5月 烏山 もったい ないバザール

6月 昭和女子大学三茶 子育てファ ミリー フェスタ

7月 上北沢ホーム納涼祭

8月 ふ るさと区民まつ り、エテマル シェ

10月 なかま ちNPOセ ンター まっ り、雑 居まっ り、 さっき荘おいでな祭

12月 ポ ロ市

1月 ポ ロ市

2月 せたがや梅まつ り

3月 おたがい さま フェスタ、世 田谷美術館 さくら祭

31



皿．福祉事業

［福 祉事 業 の2015年 度 総 括 ］

世 田谷 ボ ランテ ィア協会 の福祉事業 として常に制度の手の届 きに くい ところへ積極 的に個別相談 を入

口に、リハ ビリテー シ ョン、ケア、ケアマネ ジメン トを中心に実施 してきた。特 に2015年 度 は、4事 業

所 の移転 を機 に下馬3丁 目を新 たな拠点 とし、地域の具体的な 「地域包括ケア」の展 開を 目指 して2016

年3月 よ りス ター トさせ た。 開始後間 もない ことか ら成果 には届か ない ものの、新たなつなが りを作 り

始 めてい る。

また、2016年1月10日 には地域障害者 相談支援 セ ンターの事業 として、「ごきん じょ市 」を福祉事 業

部、ボ ランテ ィア ・市 民活動推進部 と協働 で開催 した。 ここでの成果 は大 きく、地域商店、地元大学、

高齢者 事業所 、障害者事業所、 当事者 、市民、 さらに、中学生 か ら大学生等まで のボ ランテ ィア を含 め

て、約2，300人 の出会いの場 を共有で きた。初 めて出会 った一商店 の方 の 「僕た ちも何か役 に立 ちたい

と思ってい るんです よ。 ど うした らよいかわか らなかっただけです」 とのメ ッセー ジは、狭義の福祉 事

業に追われ る私 たちに、大 きな指標 となった。以下6っ の重点 目標 を振 り返 る。

（1） 事業再編成 の展 開

ケアセ ンターwith（ 通所介護事業）は地域密着型通所介護 として3月 末に変更届 を提出 した。2016

年4月 初旬のオープンデイには、利用者の方々を中心に内覧会 も兼ねて実施 し、関係機 関、区議の方々

に来訪いただき、当事者主体のデイ として新たなスター トを切 ることになった。

一方
、ケアセ ンターふ らっ とにおいては、2016年2Hに 「自立機能訓練事業」か ら 「自立生活訓練事

業」に変更 した。以来まだ2か 月間の実績ではあるが、利用者は増え続けニーズに応 じた事業が開始で

きたことか ら、 さらに多様な利用者 のニーズに応 じたプログラムが提案できるよ うに してい く。

（2） ボ ランテ ィア ・市民活動推進部 と協働す る 「地域包括 ケアシステ ム」

研修、ボランティアの受 け入れ などを連携 して実施 した。特 に 「いっしょに食べ よ う」では、市民活

動推進部にかかわる母子、大学生等 も増 え広い層につなが り、準備か ら後片付 けまでさまざまな役割 を、

それぞれが担いなが ら継続 した。

2016年1月 の 「ごきん じょ市」の実行委員 として協働 し、広い市民層あるいは商店、行政を 「ボラン

テ ィア」でつ なぐことができた。

（3） 安定 した経営基盤 の確立 に向 けて

2015年 度 は収益見込み事業については、昨年度の収入 を分析 し、毎月の管理者会議 において各事業の

情報 を共有 しなが ら、前年度増 となった。 しか し、これは4事 業の移転に伴 う年度末の本部繰 り入れが

あっためであ り、2016年 度は計画的に繰 り戻 しが開始できるよ うよ う努力す る。

（4） 相談事業 の充実

① 世 田谷地域障害者相談支援センターにおいては、年間相談件数107名1，339件 の相談へ対応 した。2015

年度 は相談事業に とどまらず、地域 に向けての公開講座 、交流事業等を展開 し、運営委員の協力 のもと

幅 を広げた事業 を実施 した。次年度 も事業受託 となったことか ら、さらに区民にとって利用 しやすい支

援センター としての活動を実施する。

② 特定指定相談事業においては、利用者件数約50人 に対応 しそれぞれのサー ビス利用計画 を作成

した。なかでも3名 の方がサー ビスを終了 し、就労 した。

③ 世 田谷 区高次脳機能障害者支援促進事業 においては、95人 の相談 を実施、関連機 関と連携 しな

が ら、退院直後の当事者家族に、安心 して世 田谷で生活を営めるよう対応 した。
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（5） 新規事業検討委員 会提案

職員間で協議を重ね、また 「地域包括 ケアシステム」担 当チームの実践を踏まえた結果、再度新規事

業 についての検討が必要 と判断 し、加 えて下馬3丁 目の新拠点における展開も踏まえ協議を継続するこ

ととした。

（6） 研修 計画 と研 究事 業の実施

2015年 度 も内部研修、外部研修 を実施 した。特に今年度は各職員の希望 を事前 にヒア リング し、各

職員 の業務 目標 に基づ き計画的に取 り組めるよ うに した。 しかし、災害における対応 については、ケア

ステーシ ョン連 のみにとどま り、他事業に広 げることはできなかった。 また、合同での事例検討 も実施

す ることはできなたっため、以上2点 については、2016年 度の事業計画スケジュー一ルに具体的に入れて

い くこととした。

1． ケアセンターふらっと （障害者総合支援法 生活介護事業 ・自立生活訓練事業 ・高次脳機能

障害者支援促進事業）

生活介護 事業 にっいて、前年度の利 用率の低下を受 け、一 日の利用登録人数 を増や したこ とで、結果

として利用率の 向上へ とっながった。 その 中で も、特に高次脳機能 障害 の重度 の方 の利用希望が多 く、

他 に行 き場 のない方の受 け入れ を積極 的 に行った。 支援 内容 にっいては、多職種 に よるチー ムケア を特

色 としてい るこ とか ら、 リハ ビ リテー シ ョンプ ログラムを個別 にスケジュール化 し、一覧 に したデー タ

作成 をお こない、今 後の支援 プ ログラムに生 かす取 り組み を始 めた。

一方
、個別ケースカ ンファ レンスを計画的に実施す るまでには至 らなかった。利用者一人ひ とり状況

も異 なるこ とか ら、今 後 リハ ビリプ ログラムと併せ てケースカ ンフ ァレンスにて検証 を重 ねるこ とで、

よ り個別の状況 に見合 ったプ ログラム提供 を可能にす るな ど、スタ ッフの 日々の研鐙 を重 ねる必要が あ

る。

自立訓練事業 にっいては、当初の計画 通 り、 『機能 訓練』 か ら 『生活 訓練』へ の事業変 更を行 った。

事業変更 に伴 う準備 等 によ り年度末近 くになっての変更だったが、利用 人数 は確 実に増 えてお り、重度

の高次脳機 能障害者 の重要な リハ ビ リの場 とな りっつあ る。 特に、高次脳機能 障害については皆、決 し

て軽 くない こ とか ら、各々の障害状況 に合 わせ た支援 プ ログラムを関係機 関 と連携 して進 め る必要 があ

る。

今 後 よ りよいサー ビス を 目指す ことと併せ て、その基盤 とな る事業経 営を安 定 させ るために も、 引き

続 き利用希望者 を受 け入れ ることに よ り、利用率 ア ップを 目指 してい く。

継 続 して受託 した高次脳機 能障害者 支援促進 事業は、 よ り対応 が難 しい相談 ケースにっいて、区内外

の関係機 関 と連携 を取 り、 「顔の見 える支援」 を実施 す ることがで きた。 さらに、世 田谷区 自立支援協

議 会、東京都 自立支援 協議 会 に参画 しなが ら、 当事者 を中心 に した地域 での継続 支援 体制の基盤づ く り

と課題整理 に努 めた。 世 田谷 区の指定事業であ る指定特定相 談支援事業 とともに、事業全体で支援す る

相談援助体制で取 り組 め るよ うになってきている。

（1）運営方針

運 営にあたっては次 の5つ の基本方針 にそ って援助 を行 った。

1， 社会生活への主体的な参加

2． いのち と人権 の遵 守 と心身の健康維持増進
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3． 個性 、特性 を尊重 した活動

4． 利用者 と家族へ の支援

5． 地域 の人 たち との交流

（2）利用定員等

① 利用定員 ：一 日利用定員 を生活介護事業20名 、自立生活 訓練事業6名 とし、さま ざまなニーズに

応 え られ るよ う努力 した。

② 利用 日 ：年末年始及び 日曜祝 日を除 き、生活介護事業 は月曜 日～土曜 日、 自立機能訓練事業 は

月曜 日～金曜 日とした。2月 か ら事業変更 を行 った 自立生活 訓練事業 は、今後 よ り多

様 なニーズ に応 えるべ く、火 曜 日～土曜 日とした。

③ 利用時間 ：基本は10時 ～16時 で あるが、利用者の さま ざまなニー ズに合 わせ、8時30分 ～19時

30分 頃 のケア及び送迎に対応 している。また、延長支援加算 によ り各利用者や ご家族

の状況 に個別対応す ることで、必要なニー ズに応 えるこ とがで きた。

④2015年 度利用状況

ア．生活介護事業

年度 利用 日 予定人数 利用人数 欠席人数 出席率 （％）

2015 292 5，840 5，975 455 102．3

2014 291 5，820 5，320 570 91．4

2013 290 5，800 5，399 577 93．1

イ ． 自立 訓練 （機 能 訓練 ）事 業 （2015年4月 ～2016年1月 ）

年度 利用 日 予定人数 利用人数 欠席人数 出席率 （％）

2015 199 1，194 413 127 34．6

2014 239 1，434 747 217 52．1

2013 240 1，440 1，040 162 72．2

ウ． 自立 訓 練 （生 活 訓 練 ）事 業 （2016年2月 ・3月 ）

年度 利用日 予定人数 利用人数 欠席人数 出席 率 （％）

2015 43 258 107 26 41．5

（3）利用者状況 （2016年3月 末、単位 ：人）

① 男女別

性別 男 女 合計

生活介護事業 33 20 53

自立訓練 （生活訓練）事業 8 3 11

② 身体障害者手帳級別

級別 1級 2級 3級 4級 5級 6級 その他 合計

生活介護事業 33 15 1 1 0 0 3 53

自立訓練 （生活訓練）事業 1 3 1 3 1 0 2 11

③ 疾患別

疾患別 脳血管障害 外傷 低酸素 難病 その他 合計

生活介護事業 32 15 1 2 3 53

自立訓練（生活訓練）事業 5 3 0 0 3 11
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④ 障害程度区分 （生活介護事業）

区分別 区分1 区分2 区分3 区分4 区分5 区分6 合計

生活介護事業 0 2 16 8 10 17 53

（4）援助内容 （生活介護事業）

利用者 本人のニーズや背景 を考慮 しなが ら、複数 のプ ログラムを用意 し、利 用者 が主体的に 自己選

択 ・自己決定が行 えるよ うに援助 した。

① 料理活動

利用者 の状態や 目的 に応 じてプ ログラムを設 定 し、料理 を通 じた作業動 作な らびに 日常生活の技

術取得へ の支援 を、作業療 法士 と支援員 を中心 に実施 した。 その結果 、料理活動 が利用者 の 自己実

現 につ ながってい ること、その作業 自体 が高次脳機能 障害 も含 めた リハ ビ リテーシ ョンに有用であ

ることを確認 した。

② 機能 保持活動

ア． リハ ビリテー シ ョンプ ログラム

作 業療 法士 ・看護 師 ・リハ ビリテー シ ョン医等 、専門スタ ッフ と支援員 とがチーム を組 みなが

ら提 供 した。 さらに、関係機 関 と連携 を とり、在宅 も含 めた生活全般 を援助 した。

イ ．生活支援

関係機 関 とも連絡調 整 して連携 を図 り、 日常生活 におけ るさま ざまな問題解決 のた めの適切 な

ア ドバイスを行 った。

ウ．健康管理

食 後の 口腔 ケアや 血圧 ・体重 ・検尿及び委託 に よる腸 内細菌検査 を、定期 的及 び必要 に応 じて

実施 した。 また、各利 用者 の健康状態 を把握す るため、本 人 ・家族 に健康診 断等の情報提供 を可

能な範 囲で依頼 した。

そ して、合 併症 、後遺症 のケアを 自己管理で きる よ う、主治医、家族 と連携 を とりなが ら看護

師を中心 と して支援 した。

③ 創作活動

手芸 ・料理 ・パ ソコン等 、グル ープあ るいは個別 で支援 した。 さらに、必要 に応 じて 目標設 定を

して支援 を した。

④ 仲間づ くり

利用 当事者 の仲 間づ く りを積極 的に支援 した。 特 に、 当事者 による 自主 グルー プ （パ ンづ く りや

料理 な ど、趣 味を同一 とす るグループ等）が活発 に活動 を行い、 グループ を通 じて仲 間意識 を もち

なが ら自身 を振 り返 り、新 たに 自分 の障害 と向き合 う貴重 な機 会 となった。

⑤ 所外活動

季節感 とリズムある暮 らしと社会参加への足がか りとして、下記の よ うな所 外活動 を実施 した。

ア．見学 ・鑑 賞 ・散策

美 術館 ・文学館 ・公 園等 の見学や散策 、デパー ト、専門店、商店街で の買い物等 を利用者 自身 が

選択 ・決定 し実施 した。自身 での意思表 出が困難な利用者 に対 しては、家族 と連携 を とりなが ら、

受傷前の趣 味 な どを勘案 した外 出先 を検討す るな ど、本人 が主役 になる ことがで きる機 会 を提供

した。
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また、四季折 々の季節 を体験で きるよ う、小 グル ープで さま ざまな場所へ外 出 した。 工夫次第

で受傷前 と同 じよ うに生活す る ことが可能 にな ることを経験 し、また、 グルー プで活動す る こと

によ り自身 の精神 的な負担 を軽減 しなが ら、生活 にお けるアクテ ィ ビテ ィを高 めた。 さらに、本

人 ・家族 ともに好評 であ る誕生 日企画 （誕生 月に利用者各 自が外 出先等 の希望や企画 を挙 げ る）

を2015年 度 も実施 した。 この結果、 よ り一層、個 人の希望 を汲み取 り、利 用者 自身 も自己選択 ・

自己決 定 と実現 を体験す る足掛 か りとなった。

イ．催 事等へ の参加

ボランテ ィア ・市 民活動推進部 と連携 して、地域 での祭 り ・バザー等 に、希 望者 を中心に参加

し、ボランテ ィアや地域 関係機 関、住民等 とイベ ン トを通 じて交流す る機会 をつ くった。 また、

自ら企画や販売す る ことで、 「役割 」を持 って参加す る機会 ともなった （雑居まつ り、エテ ・マル

シェ、おたがい さまフェス タ等）。

⑥ 援助 プログラムづ くり

利 用者 個々のニーズや障害状況 を把握 し、最 も効果的 と思われ る支援 プ ログラムを行 った。

ア．利用者 が抱 える個 々の問題 にっいて必 要 に応 じて個別相談 を実施 した。

イ．利用者へ の援助 に際 して、 「利用計画及 び リハ ビリテーシ ョン実施 計画書」 によって利 用者

本 人 と共 に長期 ・短期 目標 を設 定 し、取 り組んだ。 なお、実施 に際 して は家族の意見 も採 り

入れ なが ら行 った。実施計画書 の定期的な見直 しを必ず行 うこ とで、課題 への振 り返 り及び

次 のステ ップへ の一歩 とした。

ウ，行政、 関連機 関 と緊密 な連携 を とり、支援体制 を整 えるこ とで、個別支援 が充実 し、効果 を

上 げる とができた。現在 、利 用者2名 が生活介護事 業を利用 しなが ら、就 労の継続及 びその一

歩 を踏み 出 している。

エ．事 業所 と して高次脳機 能障害者 関係機 関 と連携 し、高次脳機 能障害者 自主 グルー プへ の支援

と啓発活動 に努 めた。

（5）自立訓練 （生活訓練）

① 利用現況 利用者数 ：11名 （1日 定員 ：6名 ） ※2016年3月 末現在

曜 日 月 火 水 木 金

男 6 3 4 2 3

女 1 2 1 2 0

計 7 5 5 4 3

② 利用者動向

年代 人数 原疾患 目標

20代 3 脳血管障害、頭部外傷 復職、就労 、就学

30代 1 頭部外傷 日常生活の自立

40代 2 脳血管障害、頭部外傷 復職 、PC技 術の習得

＊1各 人の状況が異なることから利用 日数はそれぞれ異なる。

＊2利 用者の目標が各々異なるため、展開するプログラムもそれを意識 したものとなってきている。

③ 退所者動 向

年代 人数 原疾患 目標 転帰

40代 1 脳血管障害 復職 復職準備
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50代 4 脳血管障害 ・頭部外傷
復職 、就労、 リハ

ビ リ
復職、就労、就労継続施設 （B
型）利用準備、他施設

④ 主なプログラムと1週 間の流れ

プ ログラム 内容 目的 現況 今後の方向

月の最終土曜 目 地域における役割や場 回数を経て、経験を重ねる 現在、当日参加でき

に 「市 場 」を 開催 。 所を主体的に見つける ことで、各々が自身の役割 る利用者が減少 して

土曜市
ふ ら っ と に て7

回 開 催 した 。

きっかけを探す。また、

自立訓練利用終了者 が

を意識 し行動できるように

なっている。また、自立訓練

き て い る （OBは 依 然

と して多 い）。今 後 の

立ち寄れる場 としても 利用終了者と現利用者 との あ り方 を検討 してい

活 用 して い く。 関 わ りも生 ま れ て い る。 く必 要 が あ る。

ネ ッ ト古本店 を 古本収集作業に伴う各 ふ らっとやパーム下馬利用 古本寄贈だけではな
展開する就労継 種作業を訓練 として活 者に少 しずつ認知度が高ま く、利用者同士の交

古本寄贈作 続B型 事業所 「カ 用 す る。 り、比 較 的 コ ン ス タ ン トに 流の機会等、少 しず

業 バーヌ」に寄贈す 収集 し、作業を行 うことが つ つ く っ て い き た

るための古本を で き る よ うに な っ て い る。 い 。

集 め る。

馴染みがある 「食」を通 季節のジャムや燥製等は、 土曜市商品開発 ・作

じ て 様 々 な トレ ー ニ ン 看板商品とな り、製作段階 成の場 としてさらな

料理 グを行 う。土曜市の商品 もボランティア との交流の る活 用 を図 りた い。

試作・商品づくりの場と 場 に もな っ て い る。

して も利 用 して い る。

計画づ くりを含め、主体 各人の障害状況や年齢等が グループ活動だが、

的に物事を遂行する場、 少人数であ りながら多様で 各人の目標に基づい

他者 との関わ りの持ち あるため、話 し合いを成立 たそれぞれの トレー

外出
方 にっいて トレーニ ン

グする場、公共交通機関

させる難 しさがある。

各人の状況 （身体面、経済面

ニ ン グ の 場 と し て も

活 用 した い。

の利用練習等、社会生活 等）が異なる中でのグルー

訓練の場 とする。 プ活動 となるため、配慮が

必 要。

朝の準備、昼食配 日常生活 を利用 した各 利用者によって意欲の相違 就労以外の場でも自

膳等 種訓練 の場 とす る。ま はあるが、各人の障害に応 身が必要とされてい

ふ らっ と内 た 、自分 で で き る こ とは じて様々な場面で作業を担 る場があることに気

の作業 自分達で行 うことを手 う こ とが で き る よ うに な っ つ く一 助 と な る よ う

始めに、役割を担 う場の て き て い る。 な場づ くりを目指 し
一 っ と して も活 用 す る

。 た い 。

個別に対応が必要な こ 目標に向けたスキルアップ 個別 の課題ではある

とや、各人が目標にむけ 内容が 自身で明確になって が、利用者同士が影

個別課題
た課題 を達成できるよ

うにしていく。

いる利用者がいる一方、用

意 されている作業を行 う時

響 し合 い 、 ス キル ア

ッ プ に っ な が る よ う

間となっている利用者もい な 場 に して い きた

る 。 い 。

＊1週 間の流れ （例 ）

曜 日 火 水 木 金 土

午前 外 出 （計画
づ く りを含

む）

室 内 作 業

（もの づ く

り）

外出 （公共交

通機 関利用練

習）

室内作業

（個別作業）

料理活動

午後 プール活動 個別課題 個別課題 個別課題 個別課題

⑤ 関係機関一覧

就労支援機関
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世田谷区障害者就労支援センター しごとねっと

東京都心身障害者福祉センター

企業等 陶芸教室 風の街

医療機関 東京慈恵会医科大学附属 第三病院

国際医療福祉大学 三田病院

東京医療センター

介護保険法

および

障害者総合支援法

関連

区総合福祉センター

東京都視覚障碍者生活支援センター

ケ アステーシ ョン連

ほほえみ経堂

（6）送迎

2015年 度 は、運行委託 による送迎車両 （リフ ト付 き中型バ ス、車いすが2台 乗 るワゴン車）に加 え、

法人車 両3台 を活用 し、 よ り広い範 囲へ の送迎 を行 った。 また、送迎ルー トの工夫で、送迎時間 もで

きる限 り各家庭 の希望 に添 った運営が可能にな り、ほ とん どの利用者 は乗車時間が延 び ることもな く、

さらに新 たな利用者 を受け入 れ ることできた。 自宅以外 （シ ョー トステイ先等）への送迎 も行い、引

き続 き地域で安定 した生活 を送 る ことがで きるよ うに援助 した。

しか し、利用 を希 望す る方の障害状 況は重 く、また年齢 も若 い ことか ら大型 の車いす を利用 されて

いる方 も多 くなってきてお り、そのため乗車で きる車両が限 られ てい るといった課題 も残ってい る。

① 法人車両走 行距離 〈車両3台 内訳 〉 （単位 ：km）

年度 赤い羽根号 ハ イ エ ー ス フ リー ド 計

2015 10，869 12，992 10，382 34，243

2014 11，235 11，670 9，516 32，421

② 法人車両走行回数 〈車両3台 内訳 〉

年度 赤い羽根号 ハ イ エ ー ス フ リー ド 計

2015 815 762 683 2，260

2014 801 662 562 2，025

（7）高次脳機能障害相談 窓ロ

世 田谷 区高次脳機 能障害者 支援促進事業 を引き続 き受託 した。

2015年4月 か ら2016年3月 末 日までの相談件数95人 。今年度 も昨年 同様 、回復期 リハ ビ リ病 院か

らソーシ ャル ワーカー と連携 して 、入院 中か らチームづ くりを して、安心 して退院いただ けるよ う心

がけた。課題 と して は、就労 にまっ わる相談が増 え、一旦就労 した後 に起 こる問題 、あ るいは休 職 中

の解雇 についての相談等が多か った。高次脳機能障害 の方 々に とって働 きや すい理解 あ る職場 開拓や 、

自宅の近隣で働 く場等 の必要性 か ら、あ らた めて リー フ レッ トを作成 した。 また、総合福祉セ ンター

と共催 で開催 した 「せた がや で考 える小児 の高次脳機 能障害」 について は、講演会 を課 題の端緒 とし

次年度への継続 した作業が必要 と考 えてい る。

① 相談件数

区分 電話相談 面接 合計

件数 12件 83件 95件
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② 高次脳機能障害について啓発活動 （依頼を受けて講演）

全国脳外傷友の会 岩手県盛岡イーハ トーブ

全国脳外傷友の会 奈良県あすかの会

③ 関連機関との合同会議

東京都心身障害者福祉センター 高次脳機能障害相談員連絡会

高次脳機能障害支援普及事業専門リハビリテーションのモデル事業

④ 共催講演会

「せたがやで考える小児の高次脳機能障害

対 象 当事者 ・家族 ・関係機 関 総参加人数 約83名

⑤ 連携機関一覧 （一部）

1
世田谷区保健福祉課障害支援担当

（5総合支所）
区総合福祉センター

17 成育医療センター
2 高次脳機能障害者家族会 18 東京都練馬障害者支援ホーム
3 東京医療センター 19 泉の家

4
世 田谷 区社会福祉協議会成年後見セ ンタ
ー 20

JR東 京総合病院

5 東京都心身障害者福祉センター 21 障害者就労支援センター しごとねっと
6 世田谷記念病院 22 あ しか りク リニ ック

7 初 台 リハ ビリテー シ ョン病院 23 警察病院
8 成城 リハ ケアク リニ ック 24 三宿病院

9 東京慈恵会医科大学付属第三病院 25 関東中央病院

10 至誠会病院 26 砧総合支所子ども家庭支援課

11 せたがや訪問看護ステーション 27 事業団訪問看護ステーション

⑥ 相談概要

ア．平均年齢 ：47歳

イ．相談者 ：当事者

ウ．主疾患 ：脳血管障害

頭部外傷

低酸素脳症

難病

脳腫瘍

その他

工．男女比 ：男性

18％ 、 家 族

66．5％ 、 女 性

32％ 、 医 療福 祉 支 援 者

49．5％

21％

5％

7．5％

4．5％

7％

33．5％

49．5％

（8）実習 ・研修 ・見学受け入れ状況

① 実習

団体名等 人数

自衛隊病院高看護学科 （1日） 8

駒澤 大学 （教員 ） （5日 ） 12

昭和女子大学 （社会福祉士） （23日 ） 1

社会事業大学 （社会福祉士） （23日 ） 1

合計 22
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② 研修

団体名等 人数

三菱東京UF丁 銀行 4

人事院 9

ケアステーシ ョン連 1

社会福祉法人武蔵野 1

星総合病院 1

合計 16

③ 見学

団体名等 人数

多摩丘陵病院 3

世田谷区地域生活科 4

広島家族会 6

とちぎノーマ ライゼーシ ョン研 究会 1

厚生労働省 2

世田谷区議員 4

会話パー トナー 4

障害者支援施設ゆすの里 1

玉堤分場 4

世田谷福祉専門学校 1

合 計 30

（9）職 員研修

研修名 主催団体等 人数

高次脳機能障害ファシリテーター養成講座 NPO法 人高次脳機能障害支援ネット 1

福祉施設や支援現場における法的研修 東京都社会福祉協議会 1

第5回 脳 損 傷者ケアリング ・コミュニティ学 会愛知

大会
脳損傷者ケアリング・コミュニティ学会 1

ソー シ ャル ワー ク講 座No．14 NPO法 人 日本子 どもソーシャルワーク協会 1

組織のサービス水準を保ち高めるOJTを 学ぶ NPO法 人福祉経営ネットワーク 1

高次脳機能障害者相談支援研修会 東京都心身障害者福祉センター 1

世田谷区職員研修「障害者差別解消」（基礎編） 世田谷区障害施策推進課 1

送迎（福祉）車両安全運転講習会 一般社団法人日本福祉車両協会
1

当事者 のライフステー ジにあった生活 ・就労 ・住ま

い
朝 日新聞厚生文化事業団 1

ATACセ ミナ ー2015 NPO法 人e－AT利 用促進 協会 1

国際福祉機器展
全国社会福祉協議会

保健福祉広報協会
1

平成27年 度感染対策セミナー 世田谷保健所 1

東京都介護職員等によるたんの吸引等の実施の

ための研修
東京都福祉保健局 1
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「みんなで考えよう虐待防止法」

～誰もが過ごしやすい世田谷をめざして～

世田谷区自立支援協議会虐待防止 ・権利擁

護部会
1

平成27年 度社会福祉事業従事者人権研修H
東京都福祉保健局生活福祉部地域福祉推

進課
1

日本脳外傷友の会全国大会 日本脳外傷友の会 1

福祉職場の労務管理 とキャ リアパスを活かし

た人事管理
東京都社会福祉協議会 1

ジ ョ ブ コ ー チ ・ネ ッ トワ ー ク 会 議
特定非営利法人 ジ ョブ コーチ ・ネ ッ トワー

ク
1

（10）運営 委員会

ケアセ ンターふ らっ とが実施 してい るさま ざまな事業運営 に関 し、そ の充実 と課題 の解決 につい

て、以下の運 営委員 に よ り、2015年 度 は3回 開催 した。

① 主な議題

第1回 「就 労継続 の困難 さ」

第2回 「地域 での高次脳 機能障害の ある人への理解 」

第3回 「自立生活訓練の報告 ・利用者の地域 での役割 の広げ方」

② 委員構成

委員名 所属等

芦刈伊世子 あ しか りク リニ ック院長

近藤浩紀 フォ トグ ラ フ ァー

竹花潔 世田谷区障害福祉担当部障害者地域生活課長

興椙寛 協会理事長

松田由紀子 世田谷区障害者就労支援センター しごとねっと所長

橋本圭司 は しも とク リニ ック経堂院長

早川毅 世田谷区世田谷総合支所保健福祉課障害支援

長谷川幹 三軒茶屋 リハ ビリテー シ ョンク リニ ック院長

吉原清治 協会事務局長

和田敏子 協会福祉事業部長

（11）ボラ ンテ ィア受 け入れ

ボラ ンテ ィア数60名 延べ563名

（12）職員体制 （単位 二人）

職種 常勤 非常勤

施設長 1

サー ビス管理責任者 （兼務1名 ） 2

支援員 3 7

作業療法士 2

看護師 1
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事務 1

理学療法士 0 3

言語聴覚士 2

リハ ビ リテ ー シ ョン 医 （嘱 託 ） 1

（13） 指定特 定相談支援事業 （障害者総合支援法）

障害者総合支援法に基づく指定特定相談支援サー ビスを適切に提供 し、地域で自立 した 日常生活また

は社会生活が営めるよう、利用者のサービス等の利用計画を作成することを目的とした。2013年 度には

開始 してか ら3年 目を迎えたが、サー ビス依頼が増え、現在の人員では新規受け入れが限界になってい

る。今後の新たなサービスの進 め方について、世 田谷区全体でどのように取 り組んでい くのか、関係機

関 と連携 して取 り組んでいきたい。

① 利用者状況 （2016年3月 末現在、単位 ：人）

ア．．男女別

男 女 合計

27 14 41

イ． 地域別

地域 世田谷 玉川 北沢 砧 烏山

人数 15 9 3 11 3

ウ．計画相談実績状況 （延べ人数）

月別 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

人数 13 18 17 18 12 23 11 12 15 15 16 19 189

2． ケ ア セ ンタ ーwith（ 介 護 保 険 通 所 介護 事 業 ）

「ケアセ ンタs－with」 は、2005年 にま とめた在宅サー ビス事業検討 委員会報 告書 「高次脳機能セ ンタ

ーwith」 構…想 に基づ き、2007年3． 月に九品仏商店街 の中に開設 し、今年で9年 目を迎 える。世 田谷ボ ラ

ンテ ィア協会 の特性 を踏 まえて、制度 の狭 間にあるニーズ に取 り組 んだ 、高次脳機 能障害者 への先駆 的

な事 業を行 って きた。本事業 は、 「機能 を維持す る」 とい う視点 の施設運営 に とどま らず、 さま ざさな

意 味で 「回復 」に取 り組 み、家族 を含 め、地域 に密着 したユ ニー クな実践 を続 けてい る。開所 当初の利

用者 が卒業 し、新規の若 年の利 用者の 占める割合 が増 えてきた。その結果、平均年齢が65歳 を下回 る と

うい う介護保 険通所介護事業 としては希少 な存在 となってい る。

2015年 度 は利用者増 を 目標 に一定 の成果 を得 ることができた。また、年度末 には利用者 の協力 も得 て、

無事移転作業 を終了す る ことができた。

（1）運営方針

① 介護保 険制度 の適用 を受 け る被保 険者 で、高次脳機能 障害 のあ る方に、積極 的に地域 で充実 した

時間 と場所 を提供す る。

② 高次脳機能 障害 にっいて当事者 、家族 、スタ ッフ、ボ ランテ ィアが互 いに学び合 いなが ら、機能

回復 ・維持 をめ ざし、楽 しく豊 かな生活 を共 にっ くる場 として運 営す る。

③ 利 用者 の 自己選択 ・自己決定 を基本 に、プ ログラム を進 める。
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（2）利用定員等

① 利用 定員 ：一 日利用定員10名 の範囲で、その 日に空 きがある場合は、希望 され る方 を受 け入れて

い る。

② 利用 日 ：年 末年始 、 日祝 日を除 き、月曜 日～土曜 日を開所 日とした。 なお 、夏季 に事務整理等

に当て るための休業 日を廃止 した。

③ 利用時間 ：基本 は9時45分 ～16時 だが、利用者 の事情 に合 わせ 、8時 ～20時 まで ケア及び送迎

に対応 してい る。

④ 過去5年 間の利用状況の推移

年度 利用 日 登録人数 予定人数 利用人数 稼働率 （％）

2015 288 31 2936 2393 81．5

2014 293 27 2661 2324 79．3

2013 289 30 2858 2535 87．7

2012 288 30 2880 2456 85．4

2011 291 29 2696 2380 81．8

（3） 利 用 者 状 況 （2016年3． 月31日 現在 、 単位 ：人）

① 男 女 別 （平 均年齢65．7歳 、 平均利 用 日数1．96日 ／人 ）

男 女 合計

22 9 31

② 身体障害者手帳級別 （手帳なし7％ 重複取得あり）

1種1級 1種2級 1種3級 2種4級 精神 なし 合計

15 8 1 2 3 2 31

③ 車いす利用者数

曜 日 月 火 水 木 金 土

利用予定数 8 10 9 8 10 8

車いす利用者数 1 4 5 5 4 3

④ 要介護度別 （平均2．77）

要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5 合 計

6 8 8 7 2 31

19％ 26％ 26％ 23％ 6％ 100％

⑤ 地域別

玉川 世田谷 北沢 砧 ■山 大田区 渋谷区 目黒区

11 6 5 2 0 5 1 1

36％ 19％ 16％ 7％ 0％ 16％ 3％ 3％

⑥ 高次脳機能障害状況 （主症状） その他の障害6名

記憶障害 失語症 注意障害 遂行障害

8 6 8 3
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（4）援助 の内容

① 基本サ ービス

基本 的サー ビス内容 は、利用者 とともに話 し合 って決 めるこ とを基本 とし、 「ケアセ ンターふ ら

っ と」の経験 を踏 まえて、以下の4本 の柱 を中心に置 き、活動 を行 った。

ア．昼食 の提供

昼食 のメニ ューは、翌月のメニ ューを、日ごろか ら利用者 の意見 を聞 きなが ら決 め、「with暦 」

（毎月発行 してい る予定表）でお知 らせ した。必要 な食材 を買い に利用者 と一緒 に商店街 に行っ

た り、その他い ろい ろな工夫 を一緒 に考 え、料理活動 を行 った。 またプ ログラムに応 じて、弁 当

発注 （知的障害者 の作業所 「目黒 フー ドコミュニテ ィ」への発注 な ど）も行 った。時 には、希望 の

多い外食 プ ログラムを臨機応 変に取 り入れ た。

イ ．外 出活動 を中心 とした活動の充実

四季 折々の景色 を見 に行 った り、 ウィン ドウシ ョッピングに出かけた り、時には昔懐 か しい甘

味屋 さんでお茶 を楽 しんだ り、絵画 、伝 統工芸や 世界遺産 な どの文化 ・教養 に触れた りと、楽 し

い 「とき」 と 「空間」 をみんなで共有 した。 季節 を感 じなが ら食事 をみんなで楽 しむ ことを 目的

に、外食 に出か けることもあった。主な外 出先 は、横浜方面が意外 と近距離 で、横浜三渓園、港が

見 える丘公 園、 ノースポー トモール港北、横 浜大桟 橋、横 浜中華街 、横 浜 シンボル タワー等の希

望が多か った。芸術 に親 しむ場 としては、国立博物館平成館、山種美術館、国立新美術館、サ ン ト

リー美術館、江戸東京博 物館が人気で あった。室 内で は、パ ソコン活動 ・料理活動 を中心 として

利用者か らの希望に こたえた。

ウ．機 能保 持活動

医師や作業療法士、言語聴覚士 と連携 を取 りなが ら、機能 の維持 と回復 のサポー トを行 った。

セ ラ ピス トよ り、事業所 の活動 において でき ることの指示 をいただき、 トレーニ ングの機会 を設

けた。 また、嘱託 医 と共 に リハ ビ リ相談 を実施 した。言語聴覚士 に よ り言語 訓練 を月2回 火曜 日

に実施 し、かな りの効果 が見 られ た。全失語 の女性 が参加 され3年 目で、春の音 コンサー トに歌

で登壇 でき、 ご家族 と一緒 に忘れ えぬ思い出 となった。

グル ープセ ッシ ョンで は、発語練習 （字 を見て、聞いて復唱）、ゲー ム （カー ドに書いてある果

物 ・花 な どの名前 を発語す る）、会話 （グループで、活動 で出かけた場所や家で の出来事、な どを

話 し合 う）、歌 を唄 う等 を行 う。また、個別セ ッシ ョンでは、周波数調整器 を使 い発語の トレーニ

ングを行 った。

エ．社会 関係 づ く り

2014年 度 も高次脳機能 障害 の理解 を広 げ、豊か な生活 を送 るために、 「ケアセ ンターwith」 を

拠点 に して、 さまざまな人 と交 わる試み を行 った。利用者 とさま ざまな形 でかかわ るボ ランテ ィ

アに、少 しずっ近所 の方 が参加 くだ さる よ うになった。 また、利 用者 自 らがボ ランテ ィア をキー

ワー ドに、主役 となって社 会参加 す ることを実施 した。

・九品仏 商店会発刊 の 「九品仏かわ ら版 」 に掲載参加

・奥沢神社 のお祭 りの際 に休憩所 を提供

・玉川福祉 フェステ ィバル参加。 歌声喫茶で会場 を盛 り上 げた。 また 、コージーズ と して出店 し

た 「綜 ＆焼 売屋」 をお手伝い した。
・九品仏地区社会福祉協議会 の方 と情報交換 を密 に行 った。

・あん しんす ごや かセンター と協力 して独居高齢者のサポー トを行 った
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・世 田谷高次脳機 能障害連絡協議会主催 『春の音 コンサー ト』 （2月28日 （日）開催） に
、事業

所 として も支援 し、多 くの利用者 ・家族 の参加 があった。
・ケアセ ンターふ らっ と土曜市 にて 、歌声喫茶風 「歌 の広場」 を担 当 した （12月 、1月 、2月 、

3月 を除 く）。
・おたがい さま フェスタ

、エテ ・マル シェに協力 した。

② 個別的サー ビス

ア．介護保 険制度 の枠 に とどま らず 、個人 の生活 を可能 な限 り援助す る視点 か ら、個別ニーズ にも

応 じた。個人 の 目的 に沿 った時間延長 、個別相談 、機能 訓練 な ど、高次脳機能障害 の特性 を考慮

に入れたサー ビス提供 を行 った。

イ ．個 々のノー トをつ くり、 その 日の活動風景 をデ ジカ メで写 して所 内に貼 り、記憶の想起手段、

失語症の表現の補助 と して活用 した。

ウ，必要 に応 じ個別にシ ャワー浴 を実施 した。

（5）送迎

2009年 度以降、 日産 セ レナ ・日産 キャラバ ンを運行 し、送迎体制 ・所外活動 を行 って きた。 日産 キ

ャ ラバ ンの走行距離数が10万kmを 超 えた こ とに よ り、新 たな る車両の検討 も行 って きた。そ の結果、

2015年3月 に 日本財団 よ り助成 を受け、車椅子が4台 乗車で きる新 しい 日産 キ ャラバ ンを購入す る運

び となった。新年度 では、利用者 の定員数 が約倍の数 になるこ とか ら、送迎 の一部 を新 しく専門業者

に業務委託す るこ とを検討 してい る。

（単位 ：km）

年度 セ レナ キャラバ ン 新 キャラバ ン 計

2015 1．2845 1．9328 1，090 33，263

2014 1．4601 1．9454 34，055

（6）実習 ・研修 ・見学受け入れ状況

① 実習

団体名等 人数

世田谷福祉専門学校 2

② 研修者

団体名等 人数

三菱東京UFJ銀 行 4

③ 見学者

団体名等 人数

世田谷地域相談支援センター 2

世田谷1丁 目介護保険サー ビス 1

（有） ケアパー トナー 1

総合福祉センター 2

仁済 ケア プランセ ンター 1

社会福祉協議会 1

フジ介護支援センター 1
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スター ズ訪問看護 ステー シ ョン 1

南東京訪問看護ステーション 3

合計 13

＊ 上記以外に、

・近所の方の交流会に場所をお貸 しした。

・利用者の担当ケアマネの訪問が事業所によっては定期的にあった。

（7）職員研修

① 外部研修会 ・勉強会

研修名 主催団体等

自衛消防訓練指導者講習会 玉川消防署

認知症サポーター養成講座 世田谷区／せたがや介護の 日実行委員会

感染症対策講座 ケアセ ンターふ らっ と

災害時要援護者支援に関する基調講演会 世田谷区保健福祉部計画調整課

認知症の人 とその家族 を支えるためのさらなる

環境充実プログラムNPO法 人語 らいの家

世田谷区保健福祉部計画調整課

高次脳機能障害者支援普及事業 「専門的 リハビリ
テーションの充実」

区西南部高次脳機能障害支援センター

認知症の人 とその家族 を支えるための さらなる

環境充実プログラム

NPO法 人語 らい の家

② 内部研修

研修名等

福祉事業部全体 ミーティングにて職場内研修

（倫理 権利擁i護 プライバシーポ リシー 個人情報保護 虐待防止）

感染症対策講座 ケアセンターふらっと

③常勤 ・非常勤合同ミーティング

開 催 日 場 所 参 加 者 内 容

4／2（ 火 ） with 常2、 非5 今年度の体制。個人の目標留意点確認など

5／1（ 火 ） with 常2非6 情報交換、困難ケースの対応確認など

6／2（ 火 ） with 常2、 非6 利用者に関する情報交換、情報交換など

7／2（ 火 ） with 常2、 非5 利用者に関する情報交換、体制の確認など

8／26（ 水 ） with 常2、 非4 利用者に関する情報交換、体制の確認など

10／1（ 火 ） with 常2、 非5 利用者に関する情報交換、体制の確認など

11／2（ 月 ） with 常2、 非4 利用者に関する情報交換、体制確認など

1／1（ 水 ） with 常2、 非5 利用者に関する情報交換、事業所移転に伴 う情報共有、研修

の共有化など

2／2（ 火 ） with 常2、 非4 利用者に関する情報交換、事業所移転に伴 う情報共有など

3／1（ 火 ） with 常2、 非5 職員人事異動に伴 う次年度の体制。利用者に関する情報交

換、年度のまとめ
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④社会福祉事業部全体ミーテ ィング

4／1（ 金 ） ふ らっ と 2014年 度 事 業 報 告 、2015年 度 年 度 計 画 、研 修 「人 権 擁護i倫 理 」 「プ ラ

イ バ シー ポ リシ ー 」 「個 人 情 報保 護 」 「虐 待 防止 」 、役 割 分 担

7／3（ 木 ） ふ らっ と 2015年 度中間報告、研修 「障害者差別解消法」

（8）ボ ランテ ィア受 け入れ

ボランテ ィア数16名 内訳 男性7名 ／ 女性9名

（9）職 員体 制 （単位 ：人）

職種 常勤 非常勤

施設長 （兼務） 1

介護職員 （兼務） 1

相談員 （兼務） 2

言語聴覚士 1

リハ ビ リテ ー シ ョン 医 1

臨時職員 （介護職員） 4

臨時職員 （運転手 ・介護職員） 3

（10）今後の課題

9年 間に よる九品仏 での拠点づ く りでは、商店街 との密接 な関係性 をきず くこ とで利用者 が地域 で生

活 をす る姿を形 づ くることがで きて きた。それは、商店街 の人 たちにwithを 多 く知 って もら うことで利

用者 と商店街 の人たち との関係性 がきず かれ 、利用者本人 が困ってい る時に、商店街 の人 か ら積極 的に

声をかけて くれ るな どの様子 も見 られていた。

また、定期 的なスタ ッフ ミーテ ィングを行 うなかで、利用者へ の支援 内容 につ いて常勤 ・非 常勤 スタ

ッフの意 見を出 し合 うことで、支援方法の見直 しをこまめに行 った。

2015年 度末 に事業の拡大 （利用定員数 を10名 か ら18名 に増やす）に伴 って、下馬へ の事業所移転 が

行 われ た。新 しい地で定員数 が増 える ことに よ り、今 までの よ うな外 出を中心 とした活動 プ ログラムを

行 うことが難 しくなる。そ こでケアセ ンターふ らっ ととの交流 が今 まで以上 に行 いやす くなった ことを

活 か し、支援 プ ログラムの見直 しや事例検討会 な どを通 して、高次脳機能 障害 の支援方法 の学習 を さら

に充実 させ ていきたい と考 えている。 さらに、利用者 同士の交流 も行 える よ うな場面 をつ くる ことで、

介護保険へ の移行年齢 の方へ の継続的 な支援 を行 いたい と考 え る。 その ことによ り、受 け入れ の窓 口を

広 げ、利用希望者 の増加 につ なげてい きたい。

さらには、利用希望者の数 も増 えるなか、現在は2台 での送迎 車両が世 田谷 区全域 を均等 にサポー ト

す る ことが難 しかった。そ のこ とか らも、将来的 には烏山地域 な ど遠方地域 に事業拠点 を設置す ること

な ども検討 してい きたい と考 える。

3． ケアステー シ ョン連 （①介護保険法 ：訪問介護事業、② 障害 者総合支援法 ：居宅介護事業 ・

重度 訪問介護事業 ・移動支援事業、③ 自由契約 による事業）

第1号 被保険者や高次脳機能障害等の第2号 被保険者に対する介護保険事業、障害者 （児）に対す る障

害者総合支援法事業、移動支援事業、自由契約利用者等に対 して年間延べ1，374名 の方々にサービス等
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を実施 した。

介護保険法 に よる訪 問介護事業 は、特 に当事業所の特徴 と して65歳 未満 の第2号 被保険者の利用者

が多 く、第1号 被保険者で も他事業所 が対応 困難 な方 を中心 にサー ビスを行 っている。

障害者総合支援法 に基づ く居宅介護 事業 ・重度訪問介護 事業はサー ビス対象 とな る当事者 に留ま らず 、

まった く制度 とつ なが らない家族 への支援が必 要なケースや 、 自立 （一人暮 らし）へ 向けた支援な ど、

特 に個 々の障害特性 の背景 に対応す る ことが重要 となるケースが多 くあった。

高次脳機能 障害者移動支援 において は、区や総合福祉 セ ンター、相談支援事業者 な ど関係機 関 と連携

し、数多 くの利用者 が各々の 目標 に向か った成 果 を上げてい る。利用者 が 目標 を達成す る事 によ り、短

期 間でサー ビスが終 了す る事が多い。 これ は事業所 として成果 であ り、喜 ば しい事 ではあるが結果、な

かなか安定 した収入 にっなが らないの も現 状であ る。

自由契約 は、介護保 険及び障害者総合支援法 の制度では利 用で きないサー ビスや 、支給量 をオーバー

した部分 につ いて利用 されてい るが、2015年 度 は利用者が減少 したため収入 も減少 した。

このため、課題 としてあげてい る 自由契約 に関 して、現行 の利用 内容 を見直 し、介護保 険で利用が困

難 な病 院内の同行等 で利用 しやすい金額 を検討す るな どし、利用者増 を 目指すた め、2016年 度 中の整備

を進 め 自由契約者利用増 につ なげていきたい と考 えている。

事業所 としての課題 は、外部 の研 修や 内部研修 （スキルア ップ研修） に積極 的に参加 を して 「ヘルパ

ー援助技術 の向上」 を 目指す こ とであ る。

また、利用者 宅への直行直帰 が多い登録ヘルパー とい う雇用体系か ら、直接話 し合 う機会 をつ く り出

す ことが難 しいのが現 状である。それ を補 うために、月 に2回 のヘルパー ミーテ ィング、 あるいは紙媒

体 （ヘル パー通信 「連ねっ と」No，30～No．40） による情報交換等や研 修等 を工夫す るこ とで、サー ビス

の質の向上 を図 りなが ら、ヘルパー との連携 図 り、利用者やそ の家族へ よ り良いサー ビス を提供できる

よ うな取組 み を継続 して行 きたい。

（1）運営方針

① 利用者 の心身状況 ・環境等に応 じて、 自立 した生活 がで きるよ うに支援 す る。

② 当事者家族 ・関係機 関等 との連携 を とり、多様 なニー ズへ の対応 を行 う。

③ 利用者 のみな らず、家族への支援 も行 う。

④ チームケアの徹底を図る。

⑤ ヘルパーの質の向上 を図る。

上記の事業 目的にそって、サー ビス提供 を行 った。

（2）2015年 度利用状 況

① 月 別利用 者人数 （単位 ：人）

2014年 度 2015年 度

介護

保険

総合

支援法

移動

支援

自由

契約 月合計

介護

保険

総合

支援法

移動

支援

自由

契約 月合計

4月 23 28 38 12

‘

101 21 37 38 9

●

105

5月 21 30 39 12 102 20 37 39 11 107

6月 23 28 39 12 102 20 38 41 9 108

7月 23 31 38 11 103 21 35 46 9 111

8月 22 28 37 10 97 21 36 43 10 110

9月 20 31 37 10 98 23 35 49 8 115
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10月 18 31 39 12 100 22 37 48 7 114

11月 20 32 35 11 98
■

23 39 50 9 121

12月 20 30 37 12 99
■

23 38 50 9 120

1月 21 32 39 11 103 22 37 50 8 117

■

2月 22 30 39 9 100
■

23 39 53 8 123
■

3月 22 31 40 11 104 25 39 50 9 123

合計 265 384 457 137 1，207 264 447 557 106 1，374

② 月別サ ービス提供時間 （単位 ：時間）

2014年 度 2015年 度

介護

保険

総合

支援法

移動

支援

自由

契約 月合計
介護

保険

総合

支援法

移動

支援

自由

契約 月合計

4月 320．0 705．5 323．5 57．0

1

1，406．0 305．0 798．0 293．5 43．0 1，439．5

5月 300．0 682．0 303．0 66．5

■

1，351．5

■

276．0 740．5 282．5 40．0 1，339．0

6月 293．0 735．0 276．0 57．5 1，361．5 313．0 805．0 333．0 34．5 1，485．5

7月 331．0 819．0 314．5 59．5 1，524．0 335．0 811．5 354．0 48．5 1，549．0

8月 293．0 680．0 259．0 55．5

■

1，287．5 280．5 710．0 321．0 37．5 1，349．0

9月 284．0 738．0 302．0 56．5

■

1，380．5 300．5 764．0 319．0 38．5 1，422．0

10月 300．5 815．0 306．5 64．5

1

1，486．5
■

357．5 785．0 390．0 26．0 1，558．5

11月 275．0 697．0 256．0 57．5 1，285．5 332．5 752．0 362．0 39．5 1，486．0

12月 243．0 717．5 308．0 46．0 1，314．5 314．0 790．0 378．5 44．0 1，526．5

1月 270．0 671．0 234．0 29．0

■

1，204．0 313．5 749．0 378．5 32．0 1，473．0

2月 256．0 646．0 251．0 23．0

■

1，176．0 325．5 757．5 389．0 37．0 1，509．0

3月 277．5 726．5 302．0 44．5

■

1，350．5 379．5 844．0 443．0 36．0 1，702．5

合計 3，443．0 8，632．5 3，435．5 617．C 16，128．0 3，832．5 9，306．5 4，244．0 456．5 17，839．5

月平均 286．9 719．4 286．3 51．4

■

1，344．0 319．4 775．5 353．7 38．0

●

1，486．6

（3） 利用 者 の 状 況

① 介護 保 険28名 （2015年4A～2016年3月 ）

ア．年 齢 ・男女 別 （2015年4月 ～2016年3月 単位 ：人）

40歳

～

45歳

～

50歳

～

55歳

～

60歳

～

65歳

～

70歳

～

75歳

～

80歳

～

85歳

～

90歳

～

合計

男性 1 1 3 2 3 1 3 1 0 0 0 15

女性 1 2 2 0 2 2 1 0 2 1 0 13

合計 2 3 5 2 5 3 4 1 2 1 0 28

イ ．介 護 度 別 （2015年4月 ～2016年3月 単位 ：人 ）

要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5 要支援 合計

7 10 6 1 4 0 28
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ウ ．被 保 険 者 区 分 別 （2015年4月 ～2016年3月 単 位 ：人 ）

第1号 第2号 合計

11 17 28

エ ．地 域 別 （2015年4月 ～2016年3月 単位 ：人 ）

地域 世田谷 玉川 砧 北沢 烏山 渋谷区 合計

人数 8 9 33 4 1 28

② 障 害 者 総 合 支 援 法 （居宅 、重度44名 ＋移動 支援65名2015年4月 ～2016年3月 ）

ア ．利 用 サー ビス （複 数 のサー ビス利 用 してい る利 用 者 も含 む）

居宅介護 重度訪問介護 移動支援 合計

男 女 男 女 男 女 男 女

26 16 1 1 44 21 71 38

イ．年齢 ・男女別 （複数のサー ビス利用 している利用者 も含む）

＊ 居宅 ・重度

0歳 ～
止

10戚 ～ 20歳 ～ 30歳 ～ 40歳 ～ 50歳 ～ 60歳 ～65歳 合計

男性 0 1 4 7 5 7 3 27

女性 0 0 2 1 9 1 4 17

合計 0 1 6 8 14 8 7 44

＊ 移動支援

0歳 ～ 10歳 ～ 20歳 ～ 30歳 ～ 40歳 ～ 50歳 ～ 60歳 以上 合計

男性 2 2 6 5 8 16 5 44

女性 0 1 1 4 8 5 2 21

合計 0 3 7 9 16 21 7 65

ウ．地域別

地域 世田谷 玉川 砧 北沢 烏山 渋谷区 合計

人数 34 31 19 12 10 3 109

エ．移動支援利用者数内訳

身体なし 身体あり 高次脳身体なし 高次脳身体あり 合計

2015年 度 6 18 26 15 65

2014年 度 6 16 22 11 55

③ 自 由契 約16名 （2015年4月 ～2016年3月 ）

ア ．年齢 ・男 女別

20歳 未満 20歳 ～ 30歳 ～ 40歳 ～ 50歳 ～ 60歳 ～ 70歳 以上 合計

男性 0 0 1 1 1 2 0 5

女性 0 0 1 4 1 2 2 10

合計 0 0 2 5 2 4 2 15

（4）業務内容

① 訪問介護サービス （介護保険法）

② 居宅介護サー ビス （障害者総合支援法）
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③ 重度訪問介護サービス （障害者総合支援法）

④ 移動支援サー ビス （障害者総合支援法）

⑤ 自由契約による在宅介護サービス

⑥ 請求に関すること （介護報酬 ・障害者総合支援法報酬 ・自由契約）

⑦ 相談 ・苦情処理業務

⑧ 専門学校生 （世 田谷福祉専門学校）の実習受け入れ （15年度実績2名 ）

（5）職員研修

職員及びヘルパーの資質向上 と職務 内容のスキルア ップを図るために、スキルア ップ研修 （防災①② 、

口腔ケア、失語症）を実施 した。

来年度は 「障害者差別解消法」「防災③」 「事例検討」 などに関す る研修 を予定 している。

「障害者差別解消法」の研修 は、2016年4月1日 に施行 される事 もあ り、福祉 に携 わる者 としては、こ

の時期 に しっか りと理解 しておきたい制度 と考 えている。

また、「防災③」の研修 は、前年度までに行ってきた 「防災①②」の研修 を踏まえ、再度ヘルパー達 と一

緒に 「防災」 について話 し合い、事務所 のマニュアル作 りにも反映 して行きたい と考えている。

その他の外部研修は、事務所 にFAXな どで送 られてくる研修の情報 を全ヘルパーにメール などで知 らせ

た り、研修内容 によってその研修が必要 と思われるヘルパーへは直接話 をして受講を促す等を来年度 も引

き続き実施 してい く予定。

来年度 も、このよ うな研修 を計画的に実施することによ り、チームケアの重要性や必要性 をヘルパー一

人ひ とりに理解 してもらいなが ら、ヘルパー と共に事業所 の質の向上を計っていきたい と考えてい る。

合わせて これまで と同様に、外部研修や スキルア ップ研修の情報は、参加できなかったすべてのヘルパ

ーへ登録ヘルパー情報誌 「連ねっ と」で還元できるように し
、また別の機会を設定できる研修 については、

別 の機会を設 けサー ビスの平準化な らびに情報の共有化に努めてい きたいと考 えている。

① 外部 研修会

研修名等 人数

介護サー ビスネ ッ トワーク訪問介護連絡会緊急企画 『どうなる？どうする ！

～介護保険制度3年 後を見据えて～』
1名

高次脳機能障害のある小児について。 地域でのネッ トワークをどう作 るか 1名

高次脳機能障害者支援普及事業 （専門的 リハビリテーションの充実） 2名

高次脳機能障害 どのように対応するか～子どもから高齢者まで～ 1名

平成27年 度社会福祉事業従事者人権研修 1名

失語症の理解 と会話技術 1名

世田谷区高次脳機能障害者ガイ ドヘルパー養成講座の受講 1名

高次脳機能障害講演会 『当事者のライフサイクルにあった生活 ・就職 ・住まい』 1名

介護事業所の災害対策～私たちに求められるもの 2名

サー ビス提供責任者研修 （現任）『サー ビス提 供における リスクマネ ジメン ト』 1名

介護事業者 と区の連携による災害時要援護者支援 1名

研修計画作成のすすめ～専門性が発揮できる人材育成に向けて 1名
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② 内部研修

研修名等 人数

採用時研修 該当無

伝達研修 （感染症、食中毒、記録の書き方、自転車の道路交通法等）
一

介護技術研修、新人職員研修
一

メンタルヘルス （協会全体研修） 1名

スキル ア ップ研修 （防災①②、 口腔ケア、失語症） 延べ65名

（6）職 員体制

職種 常勤 非常勤

管理者 （サービス提供責任者） 1名

サービス提供責任者 3名

ケアスタッフ 26名

（内訳）介護福祉士 4名 8名

ヘルパー2級 18名

内 高次脳機能障害ガイドヘルハ㌧ 4名 23名

（7）今後の課題

① 福祉関係の学校や過去の学修了者などに声をかけるなどをして、ヘルパーの増員を図る。

② 自由契約に関 して、今年度中には介護保険な ど制度を使っての利用が困難な病院内の同行等を利

用 し易い金額で対応できる様に現行の利用内容直 しをしていく。

③ ケアマネや相談支援事業所などに営業をかけ、介護保険及び障害者総合支援法 （移動支援を含む）

利用者を増やす。

④ 研修の更なる充実を図 り、事業所およびヘルパー全体の質の向上を目指す。

4． ケ ア 相 談 セ ンタ ー結 （介 護 保 険 法 ：居 宅 介 護 支 援 事業 ）

2015年 度も前年度 に引き続 き、協会の各福祉事業 と連携 をとり、地域にお ける個々のニーズに可能な限 り

応 じなが ら、利用者の暮 らしを支援 した。認知症や高齢独居の対応困難なケース、生活保護 を受給 し障害を

抱 えるケースなど、関係部署 との連携が必要なケースな どが 目立った。高次脳機能障害のケースではケアス

テーシ ョン連、ケアセ ンターふ らっと、ケアセ ンタL－一・Withと連携 をとりなが ら対応 してきた。

（1） 運営方針

介護保険法に基づ く、要介護認定を受けた利用者に対 して、個 々の解決すべき課題や心身の状況や置かれ

ている環境等に応 じた 「利用者によるサー ビスの選択」 と 「保健 ・医療 ・福祉サー ビスの総合的 ・効果的な

提供」 を行 うため、適正な居宅サー ビス計画及びケアマネジメン トを展開 した。
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（2）2015年 度利用状況

① 居宅サービス提供者の状況 （年間）

計画対象者数

男 女 計 前年度

81

要介護1 32 49 83（19，6）

（19．4）

127

要介護2 66 61 114（27．0）

（30．4）

58

要介護3 46 12 70（16，6）

（13．9）

64

要介護4 61 3 56（13，3）

（15．3）

88

要介護5 63 25 99（23．5）

（21．0）

268 150 418

合 計 422（100．0）

（64．1） （35，9） （100．0）

実績対象者数

男 女 計 前年度

要介護1 32 49 81（19．4） 83（19．6）

要介護2 66 61 127（30，4） 114（27．0）

要介護3 46 12 58（13．9） 70（16，6）

要介護4 61 3 64（15．3） 56（13．3）

要介護5 63 25 88（21．0） 99（28．1）

合 計
268

（64，1）

150

（35．9）

418

（100．0）

422（100．0）

② 認定調査実績状況

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

世 田谷 0 0 0 2 0 0 0 0 1 0 2 0 5

他区県 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 1 4

計 1 0 1 3 1 0 0 0 1 0 2 1 9
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（3） 利用者の状況 （2015年3月 末 単位 ：人）

① 年齢 ・男女別

～59

歳

60～

64歳

65～69

歳

70～74

歳

75～79

歳

80～84

歳

85～89

歳

90

歳 ～

合計 前年度

男 11 3 3 6 0 0 0 3 26（57．8） 23（59．0）

女 4 0 4 2 1 1 1 6 19（42．2） 16（41．0）

合 計

（％）

15

（33．3）

3

（6．7）

7

（15．6）

8

（17．8）

1

（2．2）

1

（2．2）

1

（2．2）

9

（20，0）

45

（100．0）

39

（100．0）

前年

度

13

（33．3）

3

（7．7）

6

（15．4）

5

（12．8）

2

（5．1）

1

（4．0）

1

（2，6）

8

（20．5）

39

（100．0）

② 被保険者区分 ・男女別

男 女 計 前年度

12 15 27 16
第1号 被保険者

（44．4） （55．6） （100．0）

14 4 18 23
第2号 被保険者

（77．8） （22．2） （100．0）

26 19 45 39

合 計
（57．8） （42．2） （100．0）

③ 地域 ・男女別

男 女 計

世田谷区 23 14 37

他区 0 0 0

合 計 23 14 37

（4）業務内容

① 要介護状態にあ り、ケアが難 しい高齢者及び第2号 被保険者に対 し、適正な介護保険計画及びマネー

ジメン トを提供 した。 また、生活保護 ・障害のケースな ど関係各所 との連携を持ちなが ら対応 した。

・2号 被保険者、高次脳機能障害で復職希望のケース

・2号被保険者 、高次脳機能障害 （記憶障害）単身 ・成年後見制度利用で、就労継続の援助 が必要なケー

ス

・若年性認知症 の対応 （周辺症状）困難 ケース

・生保世帯、脳梗塞後遺症 ・歩行失調の母親 と同居す る統合失調症 の娘のケース

・進行性核上性麻痺のケース

② 居宅サー ビス計画の作成 を行った。

2015年 度 新規居宅サー ビス計画作成件数 （12件）

③ 介護保険 に関する利用 申請の代行を行 った （14件）

④ ケアに関するあらゆる相談、関係機関 とコーディネーシ ョンを行 った。
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各保健福祉センター生活支援課 （生保担 当）

各保健福祉センター地域支援課 （障害担 当）、世 田谷成年後見センター

医療機関MSWな ど （東京武蔵野病院、東京慈恵会医科大学病院付属第3病 院、玉川病院、都立松沢病院、

関東中央病院、世田谷記念病院、昭和大学病院、東京医療センターなど）

⑤ 介護保険の認定調査 を行 う。 （認 定調査実績状況）

⑥ 高次脳機能障害のある当事者及び家族の相談窓 口として、介護保険制度 に関す る情報提供 を積極的に

行った。

⑦ 相談業務 に関 しては、「ケアセ ンターふ らっと」 と連携 して行 った。実績は 「ケアセンターふ らっと」

の相談業務に含まれている。

（5） 職員研修

① 外部研修 ・勉強会

〈区内関連機関 との研修及び勉強会〉

・「東京都介護サービス事業者支援研修会」 （介護サー ビスにおける医療 と介護の連携～地域包 括ケ

アシステムの実現 を目指 して～）

・「世田谷地域事業者交流会」 （世 田谷地域合 同地区包括ケア会議）

・「保険者 と介護支援専門員が共に行 うケアマネ ジメン トの質の向上ガイ ドラインを活用 したケアマネ

ジメン トの質の向上研修会」

・NHK文 化事業団 「認知症700万 人 当事者 が拓 く新時代」

・「高齢者虐待対応基礎研修」 （高齢者虐待対応の基礎知識）

・認定調査研修会

② 内部研修

・地域包括ケアシステムについて

・カンファレンスの開催等

（6） 職員体制

職種 常勤

管理者 （介護支援専門員） 1

介護支援専門員 （常勤2名 は兼務） 2

5． 世 田谷地域 障害者相談支 援セ ンター

世 田谷区よ り委託を受け、世田谷地域の相談利用者 ・障害者 ・児に対 し、当事者の人格を尊重 し常に利

用者の立場に立った相談支援を行 うこと、また、世田谷地域の関係事業所 と協力、連携 し相談支援体制の

強化を図ることを目的 とし事業を行った。

（1） 相談実人数 （3年間の合計）

年度 2013年 度 2014年 度 2015年 度 合計

相談実人数 133名 132名 107名 372名
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2015年 度、世 田谷地域 障害者相談支援セ ンターでは107名 の方 か ら1，339件 の相談が あ り、電話相

談で の情報提供以外 はすべて面接 を実施 した。相 談は事業所 内に とどま らず 、 自宅へ の訪問、入院先

の病院へ の訪 問、通院同行 、希望通所先へ の見学同行 等 を行った。

3年 間の相談実人数 は372名 。障害に よ り何 かに困って いる方が これだ けい るとい うこと、3年 間の

活動 を通 して地域障害者相談支援セ ンターの認 知が高ま り、相 談にっなが った方 が増 えてきたこ とを

表 している。

（2） 相談概 要

① 障害別

昨年度 に比べ て障害別では

「不明」の割合 が増加。

「不明」 とは診 断名 はつい

てい ないが、困っているこ

とのある方。

■2015年 度

［：コ2014年 度

不明

発達障害

難病

知的障害

身体障害

高次脳機能障害

精神障害 37．6％

0．0％10．0％20．0％30．0％40．0％

① 年代

昨年度に比べ て20～30代 の

方か らの相談 が増加。

（言十22％ ⇒36％ ）

■2015年 度

［ コ2014年 度

不 明

65以 上

60

50

40

30

20

10

0％ 10％ 20％

1
°y”i

l

30％

42％

40％50％

年代別 の集計 か ら見 えるよ うに、今年度20～30代 の方 の相談 が増 えて きてい る。 このなか には、学

校 を卒業す る ことはで きたが、それ ぞれ の理 由で 「就職 が難 しい」「アルバイ トを続 けることが難 しく」

相談 につなが る 「障害不明」の方 が多 く含 まれてい る （前年比14％ 増）。 したがって、相談内容は 「働

きたい」「どこかに通いたい」とい うものが多いが、障害者 関係施設 を利用す る ことに抵抗の ある方 も

多か った。

この よ うな相談傾 向か ら、地域 での生活 を組み立て るた めには障害関係機 関のみな らず 、若者支援

機 関、その他 の福祉 関係機 関、民生委員、 区民 との 「つ なが り」 「チー ム作 り」、 「フォーマル」、 「イ

ンフォーマル」 を含 めた社会資源 の活用 が不可欠で あった。

地域相談支援セ ンター事業 だけで解決す る ことは難 しい と認識 し、世 田谷地域の さま ざまな連絡会

に参加 し、地域の現状や 、課題 を把握 し、 さらに、課題 について関係機 関 と考 える機 会 を多 くつ くる

と同時に、 「話す会」、 「運営委員」、 「ごきん じょ市」 な ど独 自の取組 み を通 し、障害の分野 に とどま

らず 、障害 当事者、 区民 も含 め 「地域 の課題 か ら不足 してい る社会資源 を ともに考 える」機 会 をつ く

り、私 たち 自身が地域 を知 り ・学ぶ姿勢 を持 ちなが ら事 業に取 り組 んだ。
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（3）相談支援体制作り

① 話す会の開催

開催 日 ・会場 参加事業者 内容

第1回 2015年5月14日 生活介護 ・就 労継続B型 ・ヘル ・お互い を知 る関係づ くり

パ ー事業所 ・児童放課後デイ ・ ・事業所紹介

アンシェーヌ藍 区役所 ・特定相談支援事業所 ・なぜ増 えない ？ 障害支援 の

（就労継続B型 ） 基幹相談支援センター ヘルパー事業所 …。

（14事業所20名 ） 地域のヘルパー事業所が一緒

にで きることは ？

第2回 2015年7月16日 生活介護 ・就労継続B型 ・若者 ・お互いを知 る関係作 り

支援 ・ヘルパー事業所 ・特定相 ・事業所紹介

藍 工 房 談事業・あんしんす ごやかセン ・障害のある方 の 「食」 につい

（就労継続B型 ） ター ・社 協 ・区役所等 て事例を通 して考える

（17事業所24名 ） 地域関係事業所が一緒にでき

ることは ？

第3回 2015年10月21日 生活介護 ・就労継続B型 ・就労 ・お互 いを知 る関係作 り

移行 ・就労支援セ ンター ・ヘル ・事業所紹介

Navioけ や き パー事業所 ・あん しんす ごや か ・障害 のある方の 「食」につい

（就労継続B型 ） セ ンター ・区役所等 て事例を通 して考える

（9事業所11名 ） 地域関係事業所が一緒にできる
こ とは ？

第4回 2016年3月15日 生活介護 ・就労継続B型 ・就労 ・お互い を知 る関係 作 り

移行 ・ヘルパー事業所 ・あん し ・事業所紹介

上町工房 んす ごや かセ ンター ・区役所等 ・ごきん じょ付 き合 い ど うして

（就労継続B型 ） （12事業所14名 ） いますか ？

豊かなせ たがや コミュニティ

について考 える…

② 世田谷地域関連機関 ・連絡会への参加

連絡会 ・会議名

地域障害者相談支援センター連絡会 世田谷の福祉をとことん語ろう

世田谷地域ケア連絡会 世田谷区精神障害者通所事業連絡会

地域移行部会 精神障害者連絡会 世田谷ネ ット

三宿 ・池尻 まちこま会 世田谷地区民協連絡会

経堂地区包括ケア会議 上馬地区高齢者見守 りネ ットワーク会議

指定特定相談支援事業者全体連絡会 精神障害者地域生活移行支援会議 （区西部）

池尻 ・太子堂地区合同包括ケア会議 （医療と福祉の連携交流会）

太子堂地区高齢者見守 りネ ッ トワーク

会議

太子堂地区包括ケア会議

下馬地区包括ケア会議 若林地区包括ケア会議

世田谷で考える小児の高次脳機能障害 権利擁護事例検討会

③ 世田谷工リア自立支援協議会への参加

会議名

世田谷エ リア自立支援協議会 （世田谷エ リア会長 として協議会運営）

④ 運営委員会の開催

委 員構成 （15名）

〈運営委員会 委員長 〉

ハーモニー （就労継続B型 ）

〈運営委員会 副委員長〉

身体障害当事者
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精神障害当事者 世田谷福祉作業所 （就労継続B型 ）

知的障害当事者 す きっぷ分室 クローバー （就 労支援）

民生委員 わんぱくクラブ三軒茶屋 （児童放課後デイ）

三宿四二〇商店会 池尻あんしんすごやかセンター

オープ ンスペースBe（ 若者支援） 駒沢大学

世田谷区 障害施策推進課 三軒茶屋 リハ ビ リテー シ ョンク リニ ック

世田谷区 保健福祉課

⑤ ごきん じょ市の開催

年齢 も障害 も職業 も関係 な く多 くの方 が集 え、お互 いに知 り合 える場 をつ くるこ とを 目的に開催 した。

運 営委員会 で生 まれ たアイデ ア と地域の方々の多 くの協 力に よって、 当 日は、2，300人 以上 の方が会場

に足 を運 んで くれた。
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（4） 連携機関一覧

1
世田谷区 関係各課

（7課）
13

世 田谷地域 内あん しんす ごや かセ ンター

（7セ ンター）

2 世田谷区保健センター 総合福祉センター 14 基幹相談支援センター

3 世田谷社会福祉協議会 関係各課 （4課） 15 世田谷地域内大学 （2大学）

4 東京都心身障害者福祉センター 16 世田谷区商店街連合会

5 特定相談支援事業所 （7事業所） 17 世田谷地域内商店街 （5商店街）

6 中部精神保健福祉センター 18 就 労支援セ ンター （ハ ロー ワー クな ど）

7 訪問看護事業所 （3事業所） 19 障害者就 労支援 セ ンター （2セ ンター）

8 就労継続B型 事業所 （18事業所） 20 就労移行支援事業所 （5事業所）

9 世田谷地域内ケアマネ事業所 （5事業所） 21 関係医療機関 （18機 関）

10 若者支援事業所 （3事業所） 22 ヘルパー事業所 （8事 業所）

11 放課後等 児童デイ 23 グループホー ム （4事 業所）

12 一般企業 （4企 業）
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（5）職員研修

① 外部研修会

研修名等 主催

相談記録の書き方研修 保健福祉部計画調整課

障害者ケアマネジメン ト研修

「面接技術～発達障害」

世田谷区障害者基幹相談支援センター

ソー シャル フ ァーム ジャパ ンサ ミッ ト ソー シャル ファー ムジャパ ン

障害者虐待防止 ・対応研修 障害施策推進課 事業担当

障害者地域生活課 障害者地域生活

障害者の性 とその支援について 世田谷区障害者基幹相談支援センター

所得保障制度 としての障害年金を

考える学習会

精障害年金神研究会

日本障害者協会

状況の見立てと支援のポイン ト 世田谷区福祉人材育成 ・研修センター

地域のみんなで支えるために

～生きづ らさを抱える人たちへの支援～

（社福）武蔵野会 世田谷地区

い くつ になって も、い きいき と

暮 らせ るま ちをつ くる

東京ホー ムタウンプ ロジェク ト

② 内部研修

マイナ ンバー講座 （あん しんす ごやかセ ンター共催）
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IV． 組 織 推 進

【組 織 推進 の2015年 度 総 括 】

組織推進部 は、2015年 度の重点 目標 と して、「組織運営 の活性化」と 「自主財源 の確保」、「職員研修

計画 の体系化」 を掲 げ、業務 に取 り組 んだ。

（1）組織運 営の活性化

協会のさまざまな事業に役員等の意見を反映できるよ う、事業計画について協議の機会 をつくるこ

とや、各部と協力 し 「おたがい さまbank」 の参加拡大を図ることについては、十分に達成することが

できなかったが、以下の点にっいては新たな動きをっくることができた。

①組織運営の基盤 となる経理、財務、税務、労務の適正運営にっいては、税理士や社会保険労務士

といった専門職を顧問に、組織基盤の活性化を図ることができた。

②新たな財源確保の参加の機会を拡大 したことで、協会事業の運営に関わる新たなボランティアの

参加 を得ることができた。

（2）自主財源の確保 と協会支援者の拡大

2015年 度 は、 自主財源 を確保 し赤字の改善をテーマ に、各部共通 に事業内容 の精査や、助成金 の取

得 、新 たな地域催 しへの積 極的 な参加 な ど、以下の点で成果 を上げ るこ とがで きた。 しか しなが ら支

援者 の拡 大について は具体的 に取 り組み を進 める ことがで きなか った。

① コピー機や複合機 の大型事務機器 の ランニングコス トを見直 し、統合す る ことで経費 を半減す る

こ とがで きた。

②代 田ボランテ ィア ビュー ローにおいては地元町会の協力 を得て、 自動販売機 を設置す るこ

がで きた。

③ 寄附につ いては、税 額控除がで きることをア ピール し寄附の拡大 を図 るため、募集 の リー

レッ ト作成 にあた り、世 田谷 区の管轄窓 口へ内容 の確認や ア ドバイ スをいた だきなが ら、

備 を進 めることができた。

④ さらに具体策 として ささえる会 と共 に地域 とのつ なが りを深 めるこ とで新規募金箱 の増設 を展 開

してい く。

（3）職員研修計画の体系化

各事業部において求められ る専門スキルには違いがあるため、事業部ごとで必要とされる専門スキ

ルの研修を必要にあわせて実施 してきた。2015年 度は経験やスキルの豊富な職員が計画的に指導を行

うOJTの 実践をあげていたが、具体的な成果 としては十分に機能 させることができなかった。反省

を踏まえて、進め方の手順書や理解度を確認できるフォーマ ッ トを整備するなど具体的に準備 を進め

ていきたい。事業部ごとで必要な研修計画づくりをフォローし、組織推進部では新人、中堅、管理職

等の職層における組織性の研修を企画 し組織体制を強化 し、研修の全体像を明らかにしていくなかで

体系化を図 りたい。
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（4）新中長 期計画 の策定

協会 では、2008年 に第三次 中 ・長期 計画を策 定 している。 それ か ら7年 以上が経過 し、協会 を取 り

巻 く社会情勢 と課題が大 き く変化 してお り、2015年 度 か ら策 定を開始す る予定で あったが、組 織基盤

健全化へ の取組み があ り体制 を整備す ることができなかった。 このため、2016年 度の取組 み として体

制 を整 えてス ター トさせ る。

1． 組織運営

理事会 ・評議員会 ・常任理事会のほか、必要に応 じて委員会を設置 して事業および財務等について審

議、検討を行い、円滑な法人組織の運営が図れるように、連絡調整を行 う。

（1）理事会 ・評議員会の開催

協会事業および財政等、運営全般にっいて審議 し、事業推進の うえでの意思決定 ・諮問機関である

理事会および評議員会を、2015年 度は3回 開催 した。また、理事および評議員の意見を協会事業に一

層反映させ るため、次年度事業計画の策定スケジュールを従来よりも前倒 しし、年度途 中の理事会お

よび評議員会で次年度事業計画の方針案に関する協議の場を設けた。

（1）理事会 ：2015年度は理事会を3回 開催 した。

回数 開催 日 審 議 事 項

①2014年 度事業報 告 ・決算報告 につ いて

第1回 5／28 ② 職員退職手当規程の変更について

③ 評議員の選任について

① ケアセ ンターwithの 利用定員増加 とwith・ 連 ・結の移 転計 画について

②2015年 度第1次 補正予算について

③ケアセンターふ らっとの事業及び運営規程の変更について

第2回 11／24 ④職員給与規程細 目の変更について

⑤臨時職員就業規則の変更について

⑥登録ホームヘルパー賃金規程の変更について

⑦文書管理規程の変更について

①ケアセンターふ らっと運営規程の変更について

②世田谷地域障害者相談支援センター事業運営規程の変更について

③ケアセ ンターwith運 営規程 の変更について

④ケアステーション連運営規程の変更について
第3回 3／25

⑤居宅介護支援事業所ケア相談センター結運営規程の変更について

⑥特定個人情報取扱規程について

⑦2015年 度第二次補正予算について

⑧2016年 度事業計画 ・予算案 について
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（2）評議員会 ：2015年 度 は評議員会 を3回 開催 した。

回数 開催 日 審 議 事 項

第1回 5／28
①2014年 度事業報告 ・決算報告について

②職員退職手当規程の変更について

第2回 11／18

① ケアセンターwithの 利用定員増加 とwith・ 連 ・結 の移転計画 につい

て

②2015年 度第1次 補正予算 について

③ ケアセ ンターふ らっ との事業及び運営規程 の変更 につ いて

④職員 給与規程細 目の変更 について

⑤臨時職員就業規則 の変更 について

⑥登録ホームヘルパー賃金規程 の変更 について

⑦文書管理規程 の変更 につい て

第3回 3／23

①ケアセンターふ らっと運営規程の変更について

②世田谷地域障害者相談支援センター事業運営規程の変更について

③ケアセンターwith運 営規程の変更について

④ケアステーション連運営規程の変更について

⑤居宅介護支援事業所ケア相談セ ンター結運営規程の変更について

⑥特定個人情報取扱規程について

⑦2015年 度第二次補正予算について

⑧2016年 度事業計画 ・予算案について

（3）常任理事 会

法人 の 日常的な業務 について審議す るため、理事長 、副理事長 、常務理事で構成 し、事務局 か らは

事務 局長 、各 部長等 が出席 して、月 に1回 定期的に開催 した。

（4）衛生委員会

① 衛生委員会の開催

産業医の指導のもと、労働災害の防止 と快適な職場環境の整備を図 り、職員の安全 と健康を確保

す るため、定期的に委員会 を開催 した。委員は衛生管理者の資格を持っ職員および各部より推薦で

任命 し、産業医含め7名 で構成 している。 産業医 （委嘱）は、 藤 田和丸 （藤 田医院院長）氏

② 研修会の開催

職場の安全 ・衛生に関わるテーマの研修会を開催 した。

研修名 講師等 人数

メ ンタルヘル ス研修

ス トレスチ ェックについて
藤田和丸 （当会産業医） 15名
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2． 事務局運営

（1）職員 ・スタ ッフ研修の充実

① 外部研修への参加

役職員に外部研修への参加を奨励 し、総務分野での人材強化に取 り組んだ。

＊組織推進部職員研修

研修名 主催団体等 人数

人権研修1 東京都福祉保険局 1名

共済研修 「企業会計入門 複式簿記の基本知識」 世田谷区 1名

社会福祉法人 ・施設会計実務研修会 「会計基礎実務研

修」
東京都社会福祉協議会 1名

准認定ファンドレイザー必修研修
日本 ファン ドレイ ジング協

会
1名

TKC経 営支援セ ミナー （マイナ ンバ ー制度実務対応セ ミ

ナー）
野間口会計事務所 2名

マイナ ンバー ・セキ ュ リテ ィセ ミナー
キ ャノンシステムア ン ドサ

ポー ト株 式会社
2名

社会福祉法人 ・施設会計実務研修会 「会計決算実務研

修」
東京都社会福祉協議会 1名

マイナンバー制度における職員等の個人番号の取扱いに

関する説明会
世 田谷区 2名

共済研修 「障害者差別解消法」 世 田谷区 1名

（2）規程類の整備

評議員会及び理事会の議決を経て、規程類の変更を行った。

（3）2014年 度年次報告書の作成

①2014年 度年次報告書を250部 発行

② 協会のホームページに抜粋を掲載

③ セボネ1月 号に抜粋を掲載

（4）防災 ・防火訓練の実施

地震 ・火 災等の災害に備 えて、防災 ・防火 訓練 を実施 した。 パー ム下馬 では、ボランテ ィアセ ンタ

ー 、ケアセ ンターふ らっ と、下馬福祉工房、 プ レーパー クせたがやが協力 して実施 した。

実施 日 訓練項目 実施場所 人数

11／17 火災総合訓練 （避難訓練と消火訓練） パ ーム下馬 18名

3／16 部分防災訓練 （初期消火訓練と通報訓練） パ ーム下馬 6名
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（5）職員定期健康診断の実施

安全衛生管理規程に基づき、職員定期健康診断を実施 した。

実施時期 実施機関 受診者数

6月 ～8月 新宿健診プラザもしくは世田谷区保健センター 44名

（6）ボランティアグループ ・福祉団体等への後援

実施 日 事 業 名 主 催

4／11 お さかなクンだい じょうぶPart4 世 田谷 こどもいの ちのネ ッ トワーク

4／17
特集 「来 し方 、行 く末」公 開前夜祭

「ASAHIZA人 間は どこへ行 く」
優れた ドキュメンタリー映画を観 る会

4／18
災害ボランティア講座 チェーンソー等の使

い方を学ぶ
復興 ボランテ ィア タス クフォース

4／26 こども劇 場わ くわ くシア ター2015 こども劇場せたがや

7／19 第37回 がやがやなつまっ り がやがやなつまつ り実行委員会

8／29 夏 休 み フ ァ ミ リー 手 話 ミ ュ ー ジ カ ル2015

「25，567日 の 奇 跡 ！！～ 未 来 の 誓 い ～ 」

手話パ フォー マ ンスきいろ ぐみ ・横浜 市

港南区民文化セ ンター 「ひまわ りの里」

9／5 第17回 玉川福祉 フェステ ィバル 玉川福祉 フェスティバル実行委員会

9／19 第13回 パイ焼 きまっ り はる

9／21 代 田おもちゃライ ブラ リー秋 のコンサー ト 代 田お もちゃライブ ラ リー

10／12 第39回 雑居 まっ り 雑居まつ り実行委員会

11／2 第7回 わんぱ くまっ り わんぱくクラブ育成会 父母会

11／22

第95回 陽果会サロン 忘れまい ！東 日本大

震災復興応援 希望 絆 感謝 チャリティコン

サー ト

陽果会

11／28
災害ボランティア講座 ～チェーンソー等

の使用方法を学ぶ
復興ボ ランテ ィア タス クフォース

1／16
手話パ フォーマ ンスきいろ ぐみ冬の手話 ライ

ブ 「超 えろ ！」
手話パ フォーマ ンスきいろ ぐみ

1／24 わんぱく育成会 渡辺真知子 コンサー ト わんぱくクラブ育成会

1／30 第29回 「神 戸をわす れない」 神戸をわすれない ・せたがや

（7）ボランテ ィア ・市民活動推進部 との協働事業

① 協会 ホームページの追加 とアクセス分析

2015年 度 はホー ムペー ジを見 る人 の定着率が向上 した。 この よ うに、ホームペ ージが どのよ う

な閲覧状況 なのか等の傾 向が把握 でき る、高度 なア クセス分析機 能 を追加 した こ とで、 よ り効果

的 な周知や アピールが可能 となった。 スマー トフォンや タブ レッ ト等か らの閲覧が過 半近 くにな

る中で 、これ ら情報端末の変化 にも対応 でき るよう、 ボランテ ィア ・市民活動推進部 と協働で課
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題 を整理 したが具体 的に改良ができなかった。 しか しなが ら、災害ボ ランティアセ ンター にお い

ては、新 たにホー ムペ ージ設置 の準備 を進 めることがで きた。

（8）職員体制

常 勤 ：組織推進部長1名 、給与 ・庶務担 当1名 、会計担 当1名

3． 財政運 営

（1）自主財源拡大のためのとりくみ

民間として、先駆的、創造的に事業を展開するためには、安定した財源の確保は不可欠である。基

本的な運営費については行政の支援を得つつ、継続的に諸事業を行 うためには、より多 く共感 を得る

と共に、事業参加者 に適切 な受益者負担を求める等、自主財源の確保に努めた。

① 基本財産の保護と運用

協会が保有する1億円の基本財産は、従来 と同様に、銀行の定期預金で安定的に運用 した。 さら

に、満期になる定期については地域での活動をミッションに展開する組織 として、地元信用金庫な

どの地域活動に協力的な金融機関へ口座を新設 し、広報などのPRの 協力を得た。

② 寄附金収入

ボランティア ・市民活動推進事業やチャイル ドライン事業は、区民か らの寄附金が重要な財源 と

なっている。2015年 度は、福祉事業部でデイサー ビス事業のwith他 の移転に合わせて寄附を募った

こともあ り、これまで以上に区内様々な催 しや関係者へ積極的に働 きかけを行ったことが寄附金収

入の増加にっながった。

＊ 寄附金収入の推移

年度 2015 2014 2013 2012 2011

法人全体 846万 円 235万 円 409万 円 376万 円 1121万 円

（注 ）2015年 度 の収入 が多 くなっているのは、500万 円の大 口寄附が あったた めであ る。

2011年 度の収入が多 くなっているのは、東 日本大震災特別募金があったためである。

③ バザ ー収 入

バザー収入 も、ボ ランテ ィア ・市民活動推進事業 とチャイル ドライ ン事業 の重要 な財 源 とな って

い る。2015年 度は、新た なバザー会場の開拓や 寄贈 品の収集方 法な ど、バザー収入 を さらに伸 ばす

方策 を具体 化 し収益 をあげ るこ とがで きた。

＊ バ ザー収入の推移

年度 2015 2014 2013 2012 2011

法人全体 560万 円 529万 円 555万 円 597万 円 562万 円

④ 事業収入

福祉事業は、事業収入が主な財源 となっている。福祉事業以外のボランティア ・市民活動推進事

業等においても、講座の参加費収入等、可能な限 り参加者の受益者負担を求めている。

2015年 度は、各部 とも財務基盤の強化を念頭に事業強化を図 り収益をあげることができた。
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＊ 事業収入の推移

年度 2015 2014

福祉事業 2億2，781万 円 2億2，256万 円

福祉事業以外 9，463万 円 8，958万 円

法人全体 3億2，244万 円 3億1，214万 円

＊2014年 度 か ら新会計 に移行 したた め2014年 度 との対比 とした

（2）世田谷区の補助金

2015年 度 は世 田谷 区か ら、ボ ランテ ィア ・市民活動推進事業お よび法人運営 のため7，941万 円、ケ

アセ ンターふ らっ と運営のた め3，893万 円の補助金が交付 された。

＊ 経常経費補助金収入 の推移

年度 2015 2014 2013 2012 2011

法人全体 1億1834万 円 1億1555万 円 1億1246万 円 1億1070万 円 1億1170万 円
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